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トルクメン語入門テキストまえがき 

 

 『トルクメン語入門 ―キリル文字編―』を科学研究費による成果物

で刊行してから、10 年以上の年月が経ちました。私の病気や、出版社と

の交渉による諸事情によって、その後遅々として改訂版の刊行が進みま

せんでしたが、今回こういう形でテキスト部分を公刊することができま

した。 

 キリル文字版をラテン文字版にするに至って、改訂を始めた当時、東

京外国語大学の大学院生であった奥真裕氏がトルクメン語を専攻する

という話を聞き、新たに共著者として加わっていただけるよう打診しま

した。その結果ご快諾をいただくことができましたので、3 人目の執筆

者として名前を加えることになりました。奥氏は、2012 年 9 月から 2014

年 1月までトルクメニスタン国立アザディ世界言語大学で日本語教師と

して勤務しながら、現在の生きたトルクメン語を習得されております。

キリル文字版をラテン文字版に改訂するための編集作業の一部をお願

いいたしました。今回刊行されたラテン文字版については、奥氏あって

の著書だと言えるでしょう。 

 本テキストは、元のキリル文字版の原稿が 1978 年に竹内先生がトル

クメニスタンを訪れた際の調査がもとになっており、1978 年の小学校の

教科書『türkmen dili』がもとになっています。現在の教科書は、旧ソビ

エトに関わる部分はかなり改訂されていますが、ことばの説明に関する

基礎的な部分は大きく変わっていません。そういう点では、今も使える

ものだと思っております。なお、IPA 表記は、竹内先生が当時の音声で

記述されたものをそのまま用いています。 

 また、トルクメン語式ラテン文字で示した本文に対して、注釈（グロ

ス）は、キリル文字版の時の名残で、トルコ語式ラテン文字で示してお

ります。トルコ語が分からない方にとっては分かりにくいという声もあ
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りましたが、現行のトルクメン語のアルファベット表記で理解できれば、

問題ないかと思っております。 

 いろいろ紆余曲折を経てきましたが、無事刊行にまでこぎつけられた

ことを心より喜んでおります。また、刊行にあたり、大東文化大学語学

教育研究所のスタッフならびに関係各位から、多大なる尽力が得られた

ことについては、心より感謝申し上げます。 

 本書を通じて、皆様方に新しい世界が開かれることを心より祈念いた

します。 

 

2023 年 3 月 

編著者を代表して 福盛貴弘 

 

 

＜付記＞本書は、JSPS 研究費 JP17K02690, JP20K00581 の助成を受けた

成果となっています。 
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１．文字と発音練習 

トルクメン語の現行のアルファベットは、1995 年に改訂されました。

ž, ň, ş, ý の表記が改訂されており、現在では教科書や辞典や新聞などで

用いられています。キリル文字アルファベットは 38 文字でしたが、新

しいアルファベットは 30文字となっています。以下に一覧を示します。 

 

番号 活字体 呼び名 そのカナ表記 
主な音価 

IPA 

キリル文字

との対応 

1 A a а アー A, A A a 

2 B b be ベー b Б б 

3 Ç ç çe チェー tS Ч ч 

4 D d de デー d Д д 

5 E e e エー e, E Э э, E e 

6 Ä ä ä アェー E(), Q() Ә ә 

7 F f fe フェー f Ф ф 

8 G g ge ゲー g, G, ƒ Г г 

9 H h he ヘー x, X Х х 

10 I i i イー i, i И и 

11 J j dže ジェー dZ Җ җ 

12 Ž ž že ジェー Z Ж ж 

13 K k ka カー k, q, x К к 

14 L l el エル l Л л 

15 M m em エム m М м 

16 N n en エン n Н н 

17 Ň ň eň エング ŋ Ң ң 

18 О о о オー o, o О о 
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19 Ö ö ö オェー O, O Ө ө 

20 P p pe ペー p П п 

21 R r er エル r Р р 

22 S s es エス T С с 

23 Ş ş şe シェー S Ш ш 

24 T t te テー t Т т 

25 U u u ウー u, u У у 

26 Ü ü ü ユー Y Y ү 

27 W w we ヴェー w В в 

28 Y y y ウー ˆ, ˆ Ы ы 

29 Ý ý ýe イェー j Й й 

30 Z z ze ゼー D З з 

 

 長音については、正書法では表記されませんが、本書では便宜的に ā, 

ēのように母音の上にˉを付けて記しているところもあります。 
 

 ラテン IPA カナ  意味 
A a at [/At] アット  馬 

 āt [At] アート  名前 

 çāga [tSAƒA] チャーガ  こども 

 orak [orçk] オロック  鎌 

B b bār [bAr] バール  …がある 

 ōba [oBA] オーバ  村 

Ç ç çāga [tSAƒA] チャーガ  こども 

 üç [YtS] ユチ  3 

D d dȫrt [dOrt] ドョールト  4 

 depder [dEptEr] デプテル  ノート 
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E e ýedi [jEdi] イェディ  7 

 her [xEr] ヘル  それぞれ 

 eýer [EjEr] エイェル  鞍（くら） 

 düýe [dYE] デュエ  ラクダ 

 erik [Erik] エリッキ  アンズ 

 eje [EdZE] エジェ  母 

Ä ä ǟlem [Elem] エーレム  世界 

 şäher [SExer] シェヘル  町 

 bǟş [bjES] ビェーシ  5 

F f foto [foto] フォト  写真 

G g gāz [GAD] ガーズ  がちょう 

 göz [gOD] ギョズ  目 

 çāga [tSAƒA] チャーガ  こども 

 bāg [bAƒ] バーグ  庭 

H h harp [xArp] ハルプ  文字 

 mȳhman [mˆxmAn]ムーハマン 客 

I i iki [iki] イキ  2 

 demir [dEmir] デミル  鉄 

J j jāy [dZAj] ジャーイ  建物 

 jorap [dZorçp] ジョロップ  靴下 

Ž ž žurnal [ZurnAl] ジュルナル  雑誌 

 etaž [EtAZ] エタージ  階 

K k kitāp [q‛it‛Ap] キタープ  本 

 mekdep [mextEp] メクテップ  学校 

 sowuk [Towuk] ソウック  寒い 

 türkmen [tYrkmen]テュルクメン トルクメン 

L l alty [/A…tˆ] アルトゥ  6 
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 gül [gYl] ギュル  花 

M m mekdep [mextEp] メクテップ  学校 

 demir [dEmir] デミル  鉄 

 kākam [qAqAm] カーカム  わたしの父 

N n nār [nAr] ナール  ザクロ 

 gün [gYn] ギュン  日 

Ň ň okaň [»/oqAN] オカン  読みなさい 

 biziň [bIDIN] ビジン  われわれの 

O о okaň [»/oqAN] オカン  読みなさい 

 ōba [oBA] オーバ  村 

 goýun [Gojun] ゴユン  羊 

Ö ö öý [/Oj] オェイ  家 

 dȫrt [dOrt] ドョールト  4 

 söz [TOjD] ソイズ  単語 

P p pagta [pAxt´] パークタ  綿 

 harp [xArp] ハルプ  文字 

R r çörek [tSOrPk] チョロック  パン 

 gār [GAr] ガール  雪 

S s ses [TeT] セス  音 

 sāgat [TAƒAt] サーガット  時計 

 asman [/ATmAn] アスマン  空 

 sirk [tsirk] ツィルク  サーカス 

 sifr [siBr] スィーブル  数字 

Ş ş şar [SAr] シャール  風船 

 bǟş [bjES] ビェーシ  5 

T t top [t‛op] トップ  ボール 

 it [/it] イット  犬 
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U u uzȳn [uDPn] ウズーン  長い 

 ūn [/un] ウーン  粉 

 sūrat [Turçt] スーロット  絵 

Ü ü üç [YtS] ユチ  3 

 gül [gYl] ギュル  花 

 güýç [gYjtS] ギュイチ  力 

 türkmen [tYrkmen]テュルクメン トルクメン 

W w we [w´] ウェ  そして 

 towuk [towuq] トウック  雌鶏 

 suw [TuV] スウ  水 

Y y yssy [ˆTTˆ] ウッス  暑さ 

 gȳz [GˆjD] グイズ  娘 

 sāry [TArˆ] サール  黄色 

Ý ý ýāş [jAS] ヤーシ  若い 

 derýā [dErjA] デリヤー  川 

 ýirgrimi [jirmI] イールミ  20 

 söýýǟr [TOjjar] ソイイェール 愛している 

 āý [Aj] アーイ  月 

 ýōl [jç…] ヨール  道 

 ýorgan [jorGPn] ヨルゴン  ふとん 

 ýūka [juqç] ユーコ  薄い 

 goýun [gojun] ゴユン  羊 

Z z zāt [DAt] ザート  物 

 biziň [bIDIN] ビジン  われわれの 

 gȳz [GˆjD] グイズ  娘 
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＜参考＞トルコ語のアルファベットと音価 

a, b, c[dʒ], ç[tʃ], d, e, f, g, ğ[長音化/無音], h, [ɯ], i, j[ʒ], k, l, m, n, o, ö[ø], p, 

r, s, ş[ʃ], t, u, ü[y], v, y[j], z 

 

※アルファベットの対照 

トルクメン語 トルコ語 

 ä 無し（グロスでは ä） 

 j c 

 ž j 
 ň 無し（グロスではN） 

 w v 

 y  

 ý y 
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２．テキストの訳注（小学校１年教科書） 

 



 13

＜練習 1：本文＞ 

 

§1. Ses we harp 

1-nji  gönükme 

Suratlaryň  aşagyndaky  sözleri  okaň. 

 

 

      Gaz.       Gül.         Top. 

 

Ýokarky  sözlerde  haýsy  sesleriň  

bardygyny  aýdyň. 
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＜練習 1：解説＞ 

§1. Ses we harp. 

Paragraf   birinci.    Ses  ve  harp. 
[pArAgr´f  bˆrˆndZi  TeT  w´  xArp] 

パラーグラフ   ブルンジ   セス  ウェ  ハルプ 

                     節        第 1     音   と   文字 

1-nji   gönükme.   Suratlaryň   aşagyndaky   sözleri  okaň. 

Birinci  gönükme.  Sūratlarŋ    aşāgndak    sözleri   okaŋ. 

[bˆrˆndZi gOn¨kmP  TurçttIN   »ASAnnAqˆ    TOjDderi »/oqA N] 
ブルンジ  ギョーヌックモ スーロットルン アシャーンナキ  ソイズデリ  オカン 

第 1 の     練習         絵の           下の       単語を  よみなさい 

 

          Gaz.             Gül.             Top. 

          Gāz.             Gül.             Top. 
         [GAD             g¨…              t‛op] 

             ガーズ                 ギュル                トップ 

          ガチョウ             花、バラ             ボール 

 

Ýokarky  sözlerde   haýsy  sesleriň   bardygyny   aýdyň. 

Yokark  sözlerde   hays   sesleriŋ    bārdgn    aydŋ. 

[joqçrkˆ  TODdIrda xAjT   TETTErIŋ   bWArdˆ nˆ  »/AjdˆN] 
ヨコルキ ソーズデルデ ハイス    セッセリン   バールドゥヌ   アイドゥン 

上の       単語に    どんな    音の     あることを   言いなさい 
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Birinji は bir-inji からなっていて、bir が「1」で-inji は順序数をつくる

接尾辞です。「2」iki ならば iki-nji「第二、二番目」のように、母音おわ

りの語には-nji が接尾します。これは、すぐ下に出てくるように名詞の

修飾語にもなりますから、birinji paragraf とも言えます。 

Ses の s はいつも英語の thank の th のような音をあらわします。z もそ

の有声音[D]です。 

harp の h は、たいていドイツ語 Bach の ch のような、軟口蓋の摩擦音

[x]です。 

Sūratlaryňは Sūrat-lar-yňからなっていて-lar は複数語尾、-yňは所属格

語尾「の」です。これら接尾の順序は一定しています。 

aşāgyndaky は aşāk-y-n-da-ky のように分析でき、aşāk「下」のおわりの

-k は母音がつづいたため有声化し、-y は限定語尾といって、「絵（複数）

の」と限定修飾されたもの、すなわち「その下」を意味します。-da は

位置格「に」の語尾、それに-ky がつくと形容詞化し、「その下にある…」

ができます。そのまえの-n-は、限定語尾と格語尾とのあいだに、いつも

出てくる子音です。 

söz-ler-i と分析し、-ler は複数語尾、-i は対象格「を」の語尾です。sūrat-lar

のときは sūrat の a が後母音でしたから、母音調和して-lar が接尾し、söz

の ö は前母音ですから-ler が接尾しています。前母音は i, ü, ö, e, ä で、後

母音は y, u, o, a です。 

oka-ňと分析し、-ňは命令形第２人称複数の語尾です。動詞語幹は oka

だけで命令形単数として使うことができます。トルクメン語の辞書で動

詞の見出しは okamak「読むこと」のように名詞形で出ていますが、こ

の本のうしろの単語集では、語幹だけを oka-の形で出してあります。複

数は敬語にもなります。 

Gāz のガは日本語のガよりもっと奥の発音です。 
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söz-ler-de の-de は母音調和による位置格の語尾です。 

bār-dyg-y-n-y のはじめの bār は「…がある、いる」という形容詞（動

詞ではない）で、バールと発音されます。動詞の bar-（バル）「行く」と

は母音の長さで区別されます。うしろの単語集では bār と bar-のように

書きわけてあります。āt「名」と at「馬」などもそうです。つぎの-dyg

は古くは i-dik という単語であったものが接尾辞化したものと考えられ

ます。i-は「…である」、-dik は完了を示す連体形です。直前の- iň と結

合して限定語尾-i がついて名詞化し、同時に k→g と有声化します。 

aýd-yň の語幹は aýt-ですが、あとに母音がついたので有声化していま

す。-yňは-okaňの-ňと同じものです。 
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＜練習 2：本文＞ 

 

2-nji  gönükme 

Suratlaryň  atlaryny  kesme  harplardan  

düzüň. 

 

 
     It.        Şar.          At. 

 

Düzen  sözleriňizde  haýsy  harplar  bar? 

Sesi  aýdýarys,  harpy  ýazýarys.  Harp  

sesiň  ýazuw  belgisidir. 
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＜練習 2：解説＞ 

2-nji    gönükme.   Suratlaryň    atlaryny   kesme  harplardan 

İkinci   gönükme.   Sūratlarŋ    ātlarn    kesme  harplardan 
[»ikindZi gOn¨kmP  TrçttrIN     Atl´rˆnˆ  kJ‛ETm´ XApl´rd´n 

イキンジ  ギョーヌックモ スーロットルン アートラルヌ  ケスメ   ハルプラルダン 

第 2 の     練習          絵の       名前を       切り   文字で 

düzüň. 

düzüŋ. 
»dYDYN] 

デュズン 

つづりなさい 

         It             Şar                 At. 

         İt.             Şar.                At. 
         [/it            SAr               /At] 

            イット             シャール                アット 

            犬              風船                   馬 

Düzen  sözleriňizde    haýsy  harplar   bar? 

Düzen  sözleriŋizde    hays   harplar   bār? 

[dYDPn  TOjdIrIŋIDDE  XAjT   XArpl´r  bA r] 
デュゾン ソイズデリンギズゼ ハイス   ハルプラル バール 

つづった   単語に       どんな    文字     がある？ 

Sesi   aýdýarys,  harpy   ýazýarys.  

Sesi   aydyārs,   harp   yazyārs. 
[TeTi  AjdjArT   XArpI   jADjArT] 

セスィ アイデャールス ハルプゥ  ヤズャールス 

音を   出します     文字を    書きます 
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Harp   sesiň  ýazuw  belgisidir. 

Harp   sesiŋ  yazuv   belgisidir. 
[XArp  TeTIN  jADuw  bElgITId•́ r] 

ハルプ   セスィン  ヤズウ   ベルギスィテル 

文字は   音の    書き      記号です 

 

āt-lar-y-n-y と分析し、｛名前・複数語尾・限定語尾・つなぎ子音・対象

格語尾｝の順に規則的に接尾しています。 

kesme の語幹は kes-「切る」で-me は名詞化する接尾辞です。 

harp-lar-dan の-dan は起点格「より、から、によって」の語尾です。切

り文字というのは、この教科書に入る前に harplyk「文字」という本があ

って、その本にはさんであるアルファベットの文字紙のことで、一字一

字切りはなして使うようになっているものをさしています。 

たとえば： 

 
 

düz-üň の語幹は düz「つづる」で、-üň は-ň～-iň～-yň～-uň～-üň の 5

種類に交替してあらわれます。母音おわりの語幹には-ňが、子音おわり

の語幹には母音調和によって 4 つのうちひとつが選ばれます。Düz-en の

-en（後母音のときは-an）は、完了の連体形語尾で、つづく名詞を修飾

しています。 

söz-ler-iňiz-de と分けられます。-iňiz は名詞につく第 2 人称複数の人称

語尾で、「君たちのものである、君たちに属する」を意味します。名詞

に接尾する順序は規則的につぎのようになっています： 
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              人称語尾 

 語幹 ＋ 複数語尾 ＋          ＋ 格語尾 

              限定語尾(n) 

 

ただし、複数語尾と人称語尾の順序に例外があります。それは atā-m「私

のおじいさん」に-lar がついて「おじいさんたち＝おじいさんの家族」

のような場合です。それから、Düzen と sözleriňiz との修飾関係について

注意してください。düz-ül-en sözler「つづられた語（-ül は受け身の接尾

辞）」とくらべると、後者は sözler が düzül-という動作の主体であるのに

対し、前者は sözler が düz-の対象です。この前者のような修飾関係にあ

るとき、修飾される名詞に人称（限定）語尾が必要です。 

Sesi と harpy の-i, -y は対象格「を」の語尾ですが、限定された対象を

示します。ここでは、いま発音し書いているものを指しています。「５

本鉛筆買った」の「鉛筆」galam などは対象格語尾を必要としません。

すなわち、Bǟş galam aldy.（al-「買う」、-dy 完了終止形）。それに反して、

固有名詞；複数語尾、限定語尾、人称語尾のついた名詞は、かならず対

象格語尾を必要とします。 

aýd-ýār-ys, ýaz-ýār-ys の-ýār（前母音のときは-ýǟr イェール）は、未完

了の終止・連体形です。進行形としても、よく使われます。最後の-ys

（前母音のときは-is）は第 1 人称複数を示します。この文には主語に相

当するものが文頭にありません。人称代名詞 Biz「われわれ」を文頭に

おいてもよいのですが、とりたてて言う以外は必要ありません。さきほ

どの「鉛筆買った」のが「私」なら、Bǟş galam al-dy-m.とします。-m が

第 1 人称単数の人称語尾です。 

Harp はこの文の主題になっていますが、主格の語尾はなく語幹そのま

まの形を使います。 

ýaz-uw は動詞語幹「書く」に名詞化の接尾辞がついています。oka-「読
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む」の名詞形は oka-w→okuw と変わります。 

belgi-si-dir の-si は子音おわりの語幹につく限定語尾で、belgi が ýazuw

と結びついていることを示し、同時に sesiňとも呼応して、 

 

 sesiň     ýazuw       belgisi 
 

 

のような修飾関係にあることを示します。ただし限定語尾は普通ダブっ

て接尾されません。dir は「である」を示す付属語ですが、正書法では

前の語につづけて書かれます。 
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＜練習 3：本文＞ 

 

3-nji  gönükme 

Sözleri  göçüriň. 

 

Nar,   gar,   aý,  taý,   surat,  göz,   gyz. 

 

Göçüren  sözleriňiziň  her  birinde  näçe  

ses  bardygyny  aýdyp  beriň. 
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＜練習 3：解説＞ 

3-nji      gönükme.   Sözleri göçüriň. 

Üçünci    gönükme.   Sözleri   göçüriŋ. 
[YtS=YndZI  gOnYkmP  TOjDdIrI  gOtSIrIN] 

ユチュンジ    ギョーヌクモ  ソイズデリ  ギョチリン 

第 3 の       練習         単語を  うつしなさい 

 

Nar,   gar,   aý,  taý,   surat,  göz,   gyz. 

Nār,   gār,   āy,  tay,    sūrat,  göz,   gīz. 
[nAr  GAr   Aj  t‛√j   Turçt  gOD  GˆjD] 

ナール  ガール  アーイ タイ  スーロット ギョズ  グイズ 

ザクロ   雪    月   子馬     絵      目     娘 

 

Göçüren  sözleriňiziň    her  birinde     näçe  ses  bardygyny 

Göçüren  sözleriŋiziŋ    her  brinde    nǟçe  ses  bārdgn 
[gOSyrn   TOjDdIrŋDIN   xEr  bIrInnE  »nQtSI T§eT  bArdˆnˆ 

ギョシュルン ソイズデリンズィン ヘル ビーリンネ  ネーチ ゼス   バールデネ  

うつした    単語の      それぞれ ひとつに いくつの 音  があることを  

aýdyp  beriň. 

aydp   beriŋ. 
AldIp   »bErIN] 

アイドゥプ ベリン 

言って   ください 
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Üç-ünji の接尾辞は母音調和によって-nji～-njy～-inji～-ynjy～-ünjy～

-unjy と交替してあらわれます。 

Söz-ler-i göçür-iňと分析し、語尾はいずれも前に出てきましたから復習

してください。 

Göçür-en の-en は、完了の連体形語尾です。 

br-i-n-de と分析され、-i は sözleriňiziňと呼応する限定語尾です。限定

語尾と格語尾（ここでは位置格）とのあいだに、いつも出てくるのが-n-

です。 

aýd-yp は語幹 aýt-に連用形語尾-yp がついた形です。連用形は文を中

止させたり、つづく動詞の修飾語になったりします。母音調和による交

替形は-(i, y, ü, u)p ですが、調和の法則は： 

 

    語語幹幹末末母母音音        接接辞辞のの母母音音 

前舌で円唇でない i, e, ä のとき  i 

前舌で円唇である ü, ö のとき  ü 

後舌で円唇でない y, a のとき  y 

後舌で円唇である u, o のとき  u 

 

beriňの語幹 ber-は「与える、やる、くれる」を意味しますが、助動詞

としては「…してくれる」という日本語に近い形で使うことができます。

aýdyňより丁寧な感じです。 
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＜練習 4：本文＞ 

 

4-nji  gönükme 

Okaň  we  göçüriň. 

 

Kitaby  gowy  görüň.  Kitaby  arassa  

saklaň.  Kitap  bilim  berýär.  Kitap  siziň  

dostuňyzdyr. 

 

Bu  sözleriň  her  birinde  haýsy  harplaryň  

bardygyny  aýdyň. 

 

 
 



 26

＜練習 4：解説＞ 

4-nji      gönükme.   Okaň    we   göçüriň. 

Dȫrdünci  gönükme.  Okaŋ     ve   göçüriŋ. 
[dOrndZi  gOnYkmP  /oqAN   w   gO»tSirYN] 

ドョールンジ  ギョーヌクモ  オカン     ウ    ギョチルン 

第 4 の        練習    読みなさい そして うつしなさい 

 

Kitaby   gowy  görüň.  Kitaby   arassa   saklaň. 

Kitāb    gov  görüŋ.  Kitāb    arassa   saklaŋ. 
[q‛ˆt‛Abˆ  goI  gOrYN  q‛ˆt‛Abˆ »/AraTTA TAqlAN] 

キタービ     ゴイ   ギョルン  キタービ   アラッサ  サクラン 

本を         愛しなさい      本を  きれいに しておきなさい 

Kitap    bilim   berýär.   Kitap   siziň   dostuňyzdyr. 

Kitāp    bilim   beryǟr.   Kitāp   siziŋ   dōstuŋzdr. 

[q‛ˆt‛Ap  bilm   bIrjE�r  q‛ˆt‛Ap TIDIN   dçTI»ŋˆDnˆr] 
キタープ    ビリム  ベリェール  キタープ スィズィン ドーステングズヌル 

本は      知識を   くれます   本は  君たちの  友だちです 

Bu  sözleriň   her   birinde    haýsy  harplaryň    bardygyny    

Bu  sözleriŋ   her   brinde   hays   harplarŋ    bārdgn 
[bu  TOjDdIrIN xEr   birInnE   XAjT   XArpl´rIN  bWArdˆƒˆnˆ 

ブ  ソイズデリン ヘル   ビーリンネ  ハイス    ハルプラン   バールドゥグヌ 

この   単語の それぞれ ひとつに   どんな   文字の     あることを 

aýdyň. 

aydŋ. 
»/AjdˆN] 

アイドゥン 

言いなさい 
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Dȫrdünji の語幹は dȫrt ドョールト「4」です。短母音の単音節語幹を

のぞいて、語幹末の-p, -t, -ç, -k はあとに母音が来ると、それぞれの有声

音-b-, -d-, -j-, -g-に変化します。たとえば、kitāp→kitāby「本を」、āt→ādy

「名前を」、agaç→agajy「木を」、bālyk→bālygy「魚を」。 

gowy gör-は文字どおりには「よく見る」ですが、「好む、気に入る」

という意味になります。 

arassa は「清らかな、きれいな」という形容詞ですが、副詞としても

使えます。 

bilim ber-は特定的でない知識ですから格語尾はありません。 

siz-iňは siz の所属格形です。ここで人称代名詞の変化形を出しておき

ます。 

 

          人称  第 1 人称 第 2 人称 

           数 

     格 
単数 複数 単数 

複数（単数の

敬語としても） 

 Men biz sen siz 

所属格（の） Meniň biziň seniň siziň 

方向格（へ） Maňa bize saňa size 

対象格（を） Meni bizi seni sizi 

位置格（に） Mende bizde sende sizde 

起点格（から） Menden bizden senden sizden 

 

dōst-uňyz-dyr と分けられ、母音調和による形をとっています。 

Bū は近くにあるものをさす指示代名詞「これ」ですが、すぐ前に言

ったこと、書いたことをさすことができ、ここではすぐ前の 4 つの文の

単語をさしています。būlar「これら」のように複数形をもっていますが、
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指示形容詞として名詞の修飾語となるときは būlar ではなく、ここのよ

うに名詞が複数形であっても、bu を使います1。また、このとき būの所

属格形である munuň「これの」も使いません。 

 

 

 

【いろいろな単語 1】 
＜曜日名＞ 

月曜日  duşenbe  dūşenbe 

火曜日  sişenbe  sişenbe 

水曜日  çarşenbe  çarşenbe 

木曜日  penşenbe  penşenbe 

金曜日  anna  anna 

土曜日  şenbe  şenbe 

日曜日  ýekşenbe  yekşenbe 

 

（ニヤゾフ元大統領が 2002 年に定めた曜日名2） 

月曜日  Başgün  Başgün 

火曜日  Ýaşgün  Yāşgün 

水曜日  Hoşgün  Hoşgün 

木曜日  Sogapgün  Sogapgün 

金曜日  Annagün  Annagün 

土曜日  Ruhgün  Ruhgün 

日曜日  Dynçgün  Dnçgün 

 

 
1 本書では指示代名詞を bū、指示形容詞を bu と表記しています。 
2 不評のため 2008 年 4 月に廃止になり、現在は元の曜日名のみ用いられています。 
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＜練習 5：本文＞ 

 

5-nji  gönükme 

Suratlara  seredip,  olaryň,  atlaryny  

epderiňize  ýazyň. 

 
Nar.        Nal. 

 

Öý.         Taý. 

Ýazan  sözleriňizde  nähili  üýtgeşik  

harplaryň  bardygyny  aýdyp  beriň. 
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＜練習 5：解説＞ 

5-nji    gönükme.  Suratlara   seredip,   olaryň,    atlaryny 

Bǟşinci  gönükme.  Sūratlara   seredip,   olarŋ     ātlarn 
[bQSIndZi gOnYkmP Tur√tlArA TErEdIp   olçrIN    AtlArˆnˆ 

ベーシンジ ギョーヌクモ スーラットララ セレディップ オロルン  アートラルヌ  

第５の     練習         絵に     注目して   それらの    名前を  

depderiňize    ýazyň. 

depderiŋize    yazŋ. 
dEptErIŋIDE   »jAD´N] 

デプテリンギゼ   ヤズン 

ノートに      書きなさい 

Nar.                 Nal. 

Nār.                 Nāl.   
[nAr                nAl   

ナール                    ナール  

ザクロ                  蹄鉄  

 

   Öý.                Taý. 

Өy.                Tay. 
/Oj                t‛√j] 

オイ                     タイ 

家                    子馬 

Ýazan  sözleriňizde    nähili   üýtgeşik   harplaryň    bardyňyny  

Yazan  sözleriŋizde    nǟhili   üytgeşik    harplarŋ    bārdgn 
[jAD´n  TODd´rŋIDd´  »nEAxlI  YjtgISk    XArpl´rˆN  bWArdˆƒˆnˆ 

ヤザン  ソーズデルンギズデ ネーアフリ  ウイトゲシク  ハルプラルン バールドゥグヌ 

書いた    単語に         どんな    異なる      文字の      あることを 
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aýdyp  beriň. 

aydp   beriŋ. 
»Ajdˆp   »bEriN] 

アイドゥップ ベリン 

言って   ください 

 

Bǟş-inji と分けられます。 

Sūrat-lar-a の最後の-a は方向格（へ、に）の語尾です。方向格は動作

の動的な変化を示すのに対し、位置格は動作の静的な存在を示すことで

区別されます。日本語では、ともに「に」で訳されることがあります。

たとえば、Maňa beriň.「私にください」と Mende sōrag bār.「私には質問

がある」。 

sered-ip の語幹は seret-です。 

o-lar-yň と分け、指示代名詞・複数語尾・所属格語尾からなっていま

す。この単数形は ol で、bū と同様に指示形容詞「その、あの」として

も使うことができますが、複数形 olar は修飾語にはなりません。bū と

ol の格変化は次のとおりです： 

 

  bū bular ol olar 

所属格 munuň bularyň onuň olaryň 

方向格 muňa bulara oňa olara 

対象格 muny bulary ony olary 

位置格 munda bularda onda olarda 

起点格 mundan bulardan ondan olardan 

 

まえに人称代名詞を学びましたが、第 3 人称はありません。指示代名詞

ol を人に使えば「かれ、かの女」の意味になりますが、これは転用であ
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って、トルコ諸語には第 3 人称という形態的カテゴリーはありません。 

 

Ol  bu  ýer-de  ýāşa-ýār. 
     この  所 に  住んで いる 

 

という文で ol は男でも女でも動物でもよく、それは前後関係によってき

まってきます。 

āt-lar-y-n-y と分析し、名詞・複数語尾・つなぎ子音・対象格語尾の順

になっています。 

depder-iňiz-e も｛ノート・君たちの・へ｝の順に規則的に接尾してい

ます。 

 

 

【いろいろな単語 2】 
＜州・都市名＞ 

Ahal  Ahal アハル州；アハル市（アハル州州都） 

Balkan  Balkan バルカン州 

Daşoguz Daşoguz ダショグズ州；ダショグズ市（ダショグズ

州州都） 

Lebap  Lebap レバプ州 

Mary  Mar マル州；マル市（マル州州都） 

Balkanabat Balkanabat バルカナバト市（バルカン州州都） 

Nebit Dag Nebit Dag ネビトダグ市（バルカナバト市の旧称） 

Türkmenabat Türkmenabat テュルクメナバト市（レバプ州州都） 

Çarjöw  Çarcöv チャルジョウ市 （テュルクメナバト市の 

  旧称）
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＜練習 6：本文＞ 

 

6-njy  gönükme 

Sözleri  okaň  we  göçüriň. 

 

Mekdep,  pagta,  parta,  top,  çagalar. 

 

Her  sözde  näçe  harp  bardygyny  sözleriň   

üstünden  sifr  bilen  ýazyň. 

 

 

          6       5 

Husga.  Mekdep  Pagta 
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＜練習 6：解説＞ 

6-njy      gönükme.   Sözleri   okaň we   göçüriň. 

Altnc     gönükme.   Sözleri   okaŋ    ve   göçüriŋ. 
[»A…tˆndZˆ  gOnYkmP  TOjDd´rI  oqAŋ   w   gO»tSYrYN] 

アールトゥンジ ギョーヌクモ  ソイズデリ  オカン    ウ    ギョチュルン 

第 6 の        練習       単語を  読みなさい そして うつしなさい 

Mekdep,  pagta  parta,   top,   çagalar. 

Mekdep,  pagta,  parta,   top,   çāgalar. 
[»mextEp »pAxt´  »pArt´  top   tSAƒ´lAr] 

メクテップ  パークタ パールタ  トップ   チャーガラル 

学校      綿       机    ボール  こどもたち 

Her    sözde  näçe   harp  bardygyny    sözleriň   üstünden 

Her    sözde  nǟçe   harp   bārdgn     sözleriŋ   üstünden 

[xEr    TODdE »nEtSE  XArp  bArdˆ�nˆ    TOjDd´rˆN  ¨Tt¨ndn 
ヘル     ソーズデ ネーチェ  ハルプ バールドゥーヌ ソイズデリン ウストゥンドゥン 

それぞれの 単語に いくつの 文字  があることを    単語の     上に 

sifr   bilen   ýazyň.. 

tsifr   bilen   yazŋ. 
SiBr   bˆlEn  »jADˆN] 

シーブル ビレン   ヤズン 

数字     で    書きなさい 

          6       5 

Nusga.  Mekdep,  pagta. 

Nusga    alt      bǟş  ※ここでは、数字を読みあげています。 
[nuTxç   /A…tˆ    bjES]  単語は mekdep「学校」、pagta「綿」 

ヌスホ      アルトゥ   ビェーシ です。 

例        6         5 
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Alty-njy と分けられます。 

pagta は綿の木、綿花ともにさします。 

parta は 1 人用の椅子つき机です。 

Her sözde は sözlerde とならず単数あつかいです。なお 2 以上の数詞（名

詞の下位区分としての）が修飾語となる名詞も複数形にしませんので注

意しておきます。たとえば「3 人のこども」は üç çāga であって çāgalar

とはしません。したがって名詞語幹は数のカテゴリーとしては中立で、

かならずしも単数ではありません。複数形と呼ぶものは「ばらつき」を

示し「いろいろなもの、その他おおぜい、大体、同種の集まり」などを

あらわすのに使われます。suwlar「いろいろな水、あちこちの水」、sāgat 

ōnlarda「10(ōn)時(sāgat)ごろに」、Muradowlar「ムラドフとその家族」、

gceler「夜ごと」など。 

üst-ü-n-den の-den は起点格の語尾です。起点格は動作の出発点を示す

のを基本として、その用法は広い。üst「上」を使ったつぎの用例を参考

にしてください。 

 

derýā-nyň  üstünden  geç-ýǟn  köpri 
川   の    上に    渡って いる  橋 

kostýum-yň  üstünden  palto    geý- 
コスチューム の 上から オーバーを  着る 

 

bilen について。他の語とともに使われ、アクセントがない（弱い）単

語を付属語といいます。名詞や動詞のように独立しているものは自立語

と呼ばれます。bilen は「と、ともに、で、をもって」などと訳すことが

でき、名詞のあとに用いるところから後置詞とも呼ばれます。 
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Jemal  bilen  men  mekdepde 
ジェマル  と    私は   学校で 

el  bilen  ek- 
手   で    種をまく 

sābyn  bilen  ýuwun- 
石けん   で     洗う 

 

トルクメン語はニホン語とおなじく、世界に類型の多い動詞おわりの後

置詞言語です。 

 

 

【いろいろな表現 1】 
＜あいさつなど＞ 

Salam.   Salām. 

 おはよう。こんにちは。こんばんは。(いつでも使える) 

Gijäňiz rahat bolsun. Gijäňiz rāhat bolsun. 

 おやすみなさい。 

Gowumy ýagdaýlaryňyz? /Nähili? Govum yagdaylarŋz? / Nǟhili? 

 お元気ですか。 

Gowy. / Gowy däl.  Gov. / Gov dǟl. 

 元気です。／元気ではない。 

Sag bol. / Sag boluň. Sag bol. / Sag boluŋ. 

 さようなら。ありがとう。 

Bagyşlaň.   Bagşlaŋ. 

 ごめんなさい。すみません。 
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＜練習 7：本文＞ 

 

7-nji  gönükme 

Okaň.  Her  iki  sözdäki  üýtgeşik  harplary  

aýdyň. 

 

 

Bal ― bil          towuk ― sowuk   

gül ― gün çörek ― börek  

ak ― ek             goýun ― çoýun   

men ― sen döle ―  göle  
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＜練習 7：解説＞ 

7-nji    gönükme.  Okaň.   Her   iki   sözdäki     üýtgeşik 

Yedinci  gönükme.  Okaŋ.   Her   iki   sözdäki     üytgeşik 
[»jEdIndZI gOnYkmP /oqAN  xEr    iqˆ   TODdEQk   YjtgESk 

イェディンジ ギョーヌクモ  オカン ヘル     イキ  ソーズデァック ユイトゲシク  

第 7 の     練習   読みなさい それぞれ 2 つの 単語の       ちがう  

harplary   aýdyň. 

harplar    aydŋ. 
xArplArˆ    AjdˆN] 

ハルプラル   アイドゥン 

文字を      言いなさい 

 

Bal ― bil         towuk ― sowuk   

bal     bil         tovuk    sovuk    
[bA…    bIlJ        towuq   Towuq   

バル      ビリ          トウック   ソウック   

蜜      知れ          雌鶏      寒い      

gül ― gün    çörek ― börek  

gül    gün         çörek     börek 
g¨l    g¨n         tSOrPk   bOrPk] 

ギュル   ギュン         チョロック  ボロック 

花     太陽            パン      餃子 

ak ― ek            goýun ― çoýun   

āk    ek            goyun   çoyun    
[/Aq  Ek           gojun    tSojun   

アーク エック              ゴユン    チョユン   

白い  種まけ              羊      鋳鉄      
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men ― sen          döle ―  göle  

men    sen          döle     göle 

men   tTen          dOlP    gOlP] 

メン     セン              ドロ       ゴロ 

私      君             牛小屋    子牛 

 

Ýedi-nji と分けられます。 

söz-däki の-däki は位置格の語尾に形容詞化の-ki がついて「…にあると

ころの」。 

sowuk「寒い」と「冷たい」の区別はありません。 

men ― sen のところで sen をツェンのように発音していますが、これ

は men の最後の歯うら音が[t]のような「わたり音」を生じさせたもので

す。 

 

 

【いろいろな表現 2】 
＜あいさつなど＞ 

Ertiriňiz haýyrly bolsun!  Ertriniz hayrl bolsun! 

 おはようございます。 

Gijäňiz rahat bolsun!  Gijǟňiz rāhat bolsun. 

 おやすみなさい。 

Tanşanymyza örän şat.  Tanşanmza örǟn şāt. 

 どうぞよろしくお願いします。 

Menem şat.   Menem şāt. 

 こちらこそ、どうぞよろしく。 

Hawa. / Ýok.   Hava. / Yōk. 

 はい。／いいえ。 
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＜練習 8：本文＞ 

 

8-nji  gönükme 

Suratyň  aşagyndaky  sözlemleri  okaň. 

 
Gyşyna  howa  sowaýar.  Gar  ýagýar.  

Çagalar  boş  wagtlary  gar  togalap  

oýnaýarlar.  Gardan  adam  ýasaýarlar.  Gurban 

bilen  Hemra  gar  zyňyşýarlar.  Çagalar  

garyň  üstünde  oýnaýarlar.  Üç  we  dört  

harpdan  düzülen  sözleri  göçürip  alyň.  
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＜練習 8：解説＞ 

8-nji    gönükme.  Suratyň  aşagyndaky   sözlemleri     okaň. 

Sekizinci gönükme.  Sūratŋ   aşāgndak    sözlemleri    okaŋ. 
[»TEkEndZI gOnYkmP Turtˆŋ  »/ASAnnAkˆ   TOjDlEmlErI  »oqAŋ] 

セケンジ   ギョーヌクモ スールトゥン アシャーンナキ ソイズレムレリ   オカン 

第 8 の     練習        絵の        下の          文を      読みなさい 

 

Gyşyna   howa   sowaýar.  Gar  ýagýar.  Çagalar 

Gşna    hovā   sovayār.  Gār  yagyāp.  Çāgalar 

[GˆSn´   xowa  TowPjA r  GAr jAGjAr   tSAGAl´r 
グシュナ    ホーワ   ソウォヤール ガール ヤグャル  チャーガラル 

冬には     天気が   寒くなる  雪が ふっている こどもたちが 

boş  wagtlary   gar   togalap   oýnaýarlar.  Gardan  adam 

boş   vagtlar   gār   togalap   oynayārlar.  Gārdan  ādam 
boS   wAGtlAr  GAr  toGAlAp  ojn´jArlAr  GArd´n  AdAm 

ボシ   ワグトラル  ガール トガラップ  オイナヤルラル  ガールダン アーダム 

あき   時間に     雪を ころがして  あそんでいる    雪から    人を 

ýasaýarlar.  Gurban      bilen   Hemra    gar  zyňyşýarlar. 

yasayārlar.  Gurban       bilen   Hemra    gār  zŋşyārlar. 
jATIjArl´r   G¨rw´n     blEn    CImra    GAr DˆŋSjArl´r 

ヤスヤールラル   グルワン      ブレン    ヒムラ     ガール  ズンシャールラル 

つくっている グルバン(男女名) と  ヘムラ(男名)は 雪を なげあっている 

Çagalar   garyň  üstünde  oýnaýarlar. 

Çāgalar   gārŋ   üstünde  oynayārlar. 
tSAGAlAr  GArˆN  YTtYnd´ »ojnEjArlAr] 

チャーガラル ガールン ユストゥンデ オイネヤールラル 

こどもたちが 雪の     上で     あそんでいる 
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Üç  we  dört  harpdan  düzülen   sözleri   göçürip   alyň. 

Üç  ve  dȫrt     harpdan  düzülen   sözleri   göçürip   alŋ. 
[ytS w´  dOrt    xArpt´n  dYDYl´n  TOjDd´rI gOtSYrIp  »/Alˆŋ] 

ユチ ウェ ドョールト ハルプタン  デュズレン ソイズデリ ギョチュリップ アルン 

3    と    4      文字で   つづられた  単語を    うつし  とりなさい 

 

Sekiz-inji と分けられます。 

Gyş-yna と分け、-yna は副詞をつくる接尾辞で、toms-una「夏（tomus）

に」、agşam-yna「夕方に」などとなります。母音おわりの語幹では gce-sine

「夜に」の形をとります。 

sowa-ýār, ýag-ýār で動詞の語幹は sowa-「ひえる」、ýag-「雨などがふる」

です。-ýān は未完了の終止・連体形活用語尾。 

wagt-lar-y の-y も副詞をつくる接尾辞です。 

togala-p 連用形；oyna-ýār-lar の-lar(～-ler)は活用形につく複数語尾で、

行われた動作が多様であることを示します。 

「雪だるま」は gār ādam といいます。 

Gurban bilen Hemra 2人が対等でそれぞれのしかたで雪をなげている

のですが、さきに出した用例 Jemal bilen men mekdepde okaýār-yn.では、

最後の-yn が単数第 1 人称「私」を示しているところから、ジェマルと

私は対等ではなく、「ジェマルといっしょに」が従属的な意味で使われ

ているのでしょう。 

zyň-yş-ýār-lar の動詞語幹は zyň-「投げる」ですが、-yş（母音おわりの

語幹には-ş だけ）という接尾辞がつくと、「相互に、協同して」という

意味をくわえることができます。「…しあう」という第 2 次語幹をつく

ります。すなわち、gör-「見る」→görüş-「見あう、会う」、ur-「打つ」

→uruş-「打ちあう、戦う」、söý-「愛する」→söýüş-「愛しあう」など。 
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düzülen の動詞語幹は düz-で、-ül は受け身の接尾辞です。この接尾辞

は語幹末が l をのぞく子音のとき、-il, -yl, -ül, -ul のうちのひとつを母音

調和の法則によって接尾させます。たとえば diý-「言う」→diýil-「言わ

れる」、ýaz-「書く」→ýazyl-「書かれる」、söý-「愛する」→söyül-「愛

される」、ur-「打つ」→urul-「打たれる」など。 

göçür-ip al-yňの al-は「取る、買う、受ける」を意味しますが、助動詞

としては動作が動作主によって完成されることを示します。ýaz-yp al-

「書きとる、書きとめる」、tap-yp al-「さがし出す」、gaýtar-yp al-「戻し

て取る→取りもどす」など。 

 

 

＜練習 9：本文＞ 

 

9-njy  gönükme 

Özüňizden  tapyp,  dört  harpdan  düzülen  

alty  sany  sözi  depderiňize  ýazyň. 
 

 

＜練習 9：解説＞ 

9-njy       gönükme.  Özüňizden  tapyp,  dört   harpdan 

Dokuznc   gönükme.  Ȫzüŋizden  tapp,   dȫrt   harpdan 
[»doqˆndZI  gOnYkmP  ODInd´n   tApˆp   dOYrt  xArpt´n 

ドクンジ       ギョーヌクモ オーズィンデン タプップ ドョールト ハルプタン 

第 9 の         練習        自分で     さがして   4     文字から 
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düzülen   alty  sany   sözi   depderiňize   ýazyň. 

düzülen   alt   sān   sözi   depderiŋize   yazŋ. 
dyDyl´n  Altˆ   TAn  TOjDI  dEptErIŋID´   »jADˆN] 

デュズレン アルトゥ サーン ソイズィ デプテリンギゼ   ヤズン 

つづられた  6    個の   単語を  ノートに     書きなさい 

 

Ȫz-üňiz-den は ȫz「自分、自身」と複数第 2 人称の語尾と起点格の語

尾からなっていますが、単数第 2 人称 ȫz-üň-den のように読まれていま

す。「君たち自身によって」の意味です。 

alty sān-y söz の sān は「数」を意味する名詞です。さきに数詞は名詞

の下位区分であると説明しておきましたが、この sān という語は数詞的

な名詞あるいは数量詞的名詞とでも言えるような使いかたをします。

「６個の単語」は単に alty söz（sözler ではない）でもよいのですが、alty

というその数 sān-y としたうえで söz を修飾しています。2 つ名詞が並ぶ

だけでは修飾・被修飾の関係をつくらないのが普通です。たとえば、okuw

「学習」と sözlük「辞典」は sözlügi という限定語尾をつけた形で名詞句

として成立するのです。しかし、直接修飾できるものがあり、それは代

名詞と数詞そして数量を示す名詞です。たとえば、bir stakan çāý「1 ぱい

の茶（stakan「コップ」←ロシア語）」、segsen kilometr tzlik「80 キロメ

ートルの速度」、bir topbak kāgyz「ひと山の紙」、üç baş düýe「3 頭のラク

ダ」など。 
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＜練習 10：本文＞ 

 

§2. Çekimli  we  çekimsiz  sesler. 

 

Sesler  iki  topara  bölünýärler: 

1.  Çekimliler.    2.  Çekimsizler 

   

10-njy  gönükme. 

Şygry  okaň.  Içinde  《i, ö, ü, ä, ýe(e) 3》  

sesleri  bolan  sözleri  aýdyp  beriň. 

 

 Ýaş  leninçi. 

Gözeldir  ter  bagymyz, 

 
3 キリル文字版による原文では、キリル文字表記の母音の説明で《и, ө, ү, ә, e(э)》と

示されています。 
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Ýapragy  zer  bagymyz. 

Şol  bagyň  al  güli  men, 

Şol  bagyň  bilbili  men. 

 

Güller  açýar  Watanym, 

Şöhle  saçýar  Watanym. 

Her  gününde  bir  täze, 

Ýeňiş  guçýar  Watanym. 

 

Watanymda  şadym  bar, 

Ýaş leninçi  adym  bar. 

Ý. Ataýew. 
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＜練習 10：解説 1＞ 

§2.   Çekimli  we  çekimsiz  sesler. 

İkinci  paragraf.  Çekimli  ve  çekimsiz  sesler. 
 [»/IkindZi pAragr´f Sekemli   w  tSekemTID TETtEr] 

イキンジ パーラグラフ シェーケムリ  ウ チェーケムセズ セステル 

第 2      節    c   母音     と    子音     (という)音 

Sesler    iki   topara  bölünýärler: 

Sesler    iki   topara  bölünyǟrler: 

[TE�TtEr  iki8   topr´   bOjly¯a�rlEr] 
セステル    イキ   トプラ   ボイリュニャールレル 

音は       2     群に     分けられる 

1.       Çekimliler.    2.     Çekimsizler 

Birinci.   Çekimliler.   İkinci.  Çekimsizker. 
[brIndZi  tSekmlIl´r   IkindZi tSekmTIDtEr] 

ブリンジ   チェークムリレル イキンジ  チェークムスィズテル 

第 1 は       母音         第 2 は    子音 

 

10-njy   gönükme.  Şygry   okaň.   Içinde   《i,  ö,  ü,  ä,  ýe(e)》 

Ōnunci  gönükme.  Şgr    okaŋ.   İçinde   《i,  ö,  ü,  ä,  ye(e)》 

[»ondZi  gOnYkmP Sˆƒrˆ    oqAŋ   itSinnE    i  YO  y  E  jE� 
オーンジ    ギョーヌクモ  シュグル オカン   イチンネ   イー ヨー ユー エー イェー 

第 10 の    練習       詩を  読みなさい そのなかに 

sesleri    bolan  sözleri    aýdyp  beriň. 

sesleri    bolan  sözleri    aydp   beriŋ. 
TeTtEri   bl´n   TOjDdEri  Ajdˆp  »bErIŋ] 

セステリ    ブラン  ソイズデリ アイドゥップ ベリン 

音      がある    単語を   言って  ください 
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topar-a と分け、方向格になっています。 

böl-ün-ýǟr-ler で語幹「分ける」が böl-、つづく-ün は l でおわる語幹に

つく受け身の接尾辞です。 

Çekim-li, çekim-siz は音声学の用語としての母音と子音です。p.44 でシ

ェーケムリのように発音しているのは、すぐまえの f の影響で ç が摩擦

音化したものです。-li, -siz という接尾辞は「有・無」をあらわす形容詞

化の接尾辞で大へん便利に使われます。çekim は「重量」を意味します。

akyl「知恵」→akylly「知恵のある」、akylsyz「知恵のない」、suw「水」

→suwly「水のある、水っぽい」、suwsuz「水のない」。 

Şygr-y「詩を」の名詞語幹は şygyr で、第 2 音節の  が落ちています。

これはつぎの法則によります。C を子音、V を母音として(C1)V1C2V2C3

という音節構造の語でC2が有声でV2が狭い短母音(i, ü, y, u)でC3が r, l, n, 

ş, s, zのうちのひとつであるとき、あとに母音ではじまる接辞がつくと、

V2 が落ちてしまいます。たとえば、demir「鉄」→demr-i「鉄を、その鉄」、

ogul「息子」→ogl-uň「君の息子」、burun「鼻」→burn-um「私の鼻」、köwüş

「靴」→köwş-üňiz「君たち（あなた）の鞄」、göwüs「胸」→göws-i「胸

を、その胸」、agyz「口」→agz-y「口を、その口」。なお一般に「詩を読

む（書く）」は şygyr oka-(ýaz-)ですが、ここの詩は具体的に後述の詩を

さしていますから対象格にしてあります。 

Iç-i-n-de と分けられます。 

《i, …》ses-ler-i の-i は限定語尾で、「《i, …》という音」のように結

びつきます。B harp-y「B という文字」なども同様の名詞句です。 
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＜練習 10：解説 2＞ 

Ýaş  leninçi. 

Yāş  leninçi. 
[jAS  lEnintSI] 

ヤーシ  レーニンチ 

若い   レーニン主義者 

 

Gözeldir   ter        bagymyz, 

Gözeldir   ter        bāgmz, 
[gODeldˆr  tEr       bAƒˆmˆD8] 

ギョゼルデル テル         バーグムス 

きれいだな みずみずしい われらの園 

Ýapragy  zer     bagymyz. 

Yaprag   zer     bāgmz. 

[jA praƒˆ  DEr    bAƒˆmˆD] 
ヤプラグ     ゼル     バーグムズ 

その葉は   金色の  われらの園 

Şol    bagyň  al  güli   men, 

Şol    bāgŋ  āl   güli   men, 
[Sol   bAƒˆN  Al  gYli  mEn] 

ショル バーグン アール  ギュリ  メン 

その   園の  まっかな  花    私 

Şol    bagyň  bilbili     men. 

Şol    bāgŋ   bilbili     men. 
[Sol   bAƒˆN  bilJbili    mEn] 

ショル バーグン  ビリビリ       メン 

その    園の ナイチンゲール  私 
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Güller   açýar   Watanym, 

Güller   açyār    Vatanm, 
[gYllEr  AtSjAr   wAtAnˆm] 

ギュルレル アチヤール  ワタヌム 

花     ひらく     わが祖国 

Şöhle   saçýar  Watanym. 

Şöhle   saçyār   Vatanm. 
[SOxl´  SAtSjAr  wAtAnˆm] 

ショホレ サチヤール   ワタヌム 

光     はなつ    わが祖国 

Her  gününde  bir   täze, 

Her  gününde  bir   tǟze, 
[xEr  gYnndE  bˆr  tQDE] 

ヘル    ギュンデ  ブル   テーゼ 

毎      日     ひとつ 新しい 

Ýeňiş   guçýar   Watanym. 

Yeŋiş   guçyār    Vatanm. 
[j´ŋˆS   gutSjAr  wAtAnˆm] 

イェンギシ グチヤール  ワタヌム 

成果     むすぶ     わが祖国 

 

Watanymda   şadym  bar, 

Vatanmda    şādm   bār, 
[wAtAnˆmd´  SAdˆm  bAr] 

ワタヌムダ     シャードゥム バール 

わが祖国に     わが幸    あり 
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Ýaş  leninçi      adym   bar. 

Yāş  leninçi      ādm    bār. 
[jAS  lJEnintS    Adˆm   mWAr] 

ヤーシ レーニンチ    アードゥム  マール 

若い レーニン主義者  わが名   あり 

  Ý. Ataýew. 
  Yā  Atāyev. 
  [jA  AtA´f] 

  ヤー アターエフ 

 

lenin-çi の-çi は人をあらわす接尾辞で、よく使われます。たとえば、

bālyk「魚」→bālykçy「魚屋、漁師」、ş「労働、しごと」→şçi「労働者」、

okuw「学習」→okuwçy「学生」。 

Gözel-dir の-dir は「である」を意味する付属語ですが、正書法では前

の語につづけて書かれます。 

bāg-ymyz の-ymyz は第 1 人称複数の人称語尾です。狭母音 4 つ（これ

を以後 º であらわすことにしますので注意してください）による交替形

をもっています。母音おわりの語幹では人称語尾と融合して長く発音さ

れます。したがって、つぎのように規則化することができます。 

 

  単数      複数 

第 1 人称  -ºm  -ºmiz～-ºmyz 

第 2 人称  -ºň  -ºňiz ～-ºňyz 

 

ata「父」→atā-m「私の父」、ene「母」→enē-ň「君の母」。第 3 の練習の

ところで出した、母音調和の法則をしっかり復習してください。「ノー

ト」の人称変化は、つぎのようになります： 
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depderim  depderimiz 

depderiň  depderiňiz 

 

göz「目」だったら、つぎのように： 

 

gözüm  gözümiz 

gözüň  gözüňiz 

 

Ýaprag-y の語幹は ýaprak です。この法則は第４の練習のところで説明

ずみです。 

Şol 指示代名詞 bū と ol については、まえに出てきました。bū に対

して şū、ol に対して şol があります。şūと şol は「正にこれ（この）、ほ

らこれ（この）；正にそれ（その）、ほらそれ（その）」のような強調的

な意味をもっています。格変化のしかたは bū, ol にならいます。şol の複

数形は şolar ですが、ほかの 3 つと同じく指示形容詞にはなりません。 

bāg-yň … gül-i, bāg-yň bilbil-i のように所属格語尾のついた形と限定

語尾のついた形が、呼応した名詞句をつくっていることに注意してくだ

さい。前者のように、そのあいだに別の語がはいることもよくあります。

所属格の語尾は、それが接尾した名詞語幹を限定されたものとして、話

題になっているそのものを指示するはたらきがあります。たとえば

çāgalar「こどもたち」と kitāp「本」を関係づけるには 2 つの方法があり、

ひとつは çāgalaryň kitāby で「ある特定のこどもたちに属する本」を意味

し、もうひとつは çāgalar kitāby で「こども向けの本＝児童書」を意味し

ます。後者は複合的な新しい語彙をつくっている点で、より固い結びつ

きをしています。ここで格語尾を一覧表にしておきます： 
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 所属格 -(n)º ň 

 方向格 -e～-a  (-ǟ～-ā) 

 対象格 -(n)i～-(n)y 

 位置格 -de～-da 

 起点格 -den～-dan 

 

(n)は母音おわりの語幹に出るものです。方向格の形には注意が必要です。

子音おわりの語幹では問題ありませんが、a でおわる語幹のときは正書

法では形を変えず、長母音に発音するのです：ata「父」→atā「父へ」。i

と e でおわる語幹のときは、これらを ǟにかえる：gje「夜」→gjǟ「夜

へ」。y でおわるときは āにかえる：guzy「子羊」→guzā「子羊へ」。 

Watan-ym の語幹は watan です。 

şād-ym の語幹は şāt「幸せ（な）、楽しさ、楽しい」です。 

ād-ym の語幹も āt です。 

 

 

【いろいろな単語 3】 
＜山・海・川など＞ 

Köpet dag Köpet dag コペトダグ山 

Kaspi Deňzi Kaspi Deŋzi カスピ海 

Gаrаbоgazköl Garabogazköl カラボガズ湾 
Amyderýa Amderya アムデリヤ川 

Etrek  Etrek エトレキ地方（バルカン州）；エトレキ川 

Tejen  Tecen テジェン地方／市（アハル州）；テジェン川 

Garagum  Garagum ガラグム砂漠 

Gyzylgum Gzlgum クズルクム（キジルクム）砂漠 

Garagum Kanal Garagum Kanal ガラグム運河 
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＜練習 11：本文＞ 

 

11-nji  gönükme 

Suratyň  aşagyndaky  sözlemleri  göçüriň. 
 

 
 

Gyşyna  günler  gysgalýar.  Howa  sowuk  

bolýar.  Suwlar  doňýar.  Çagalar  buzda  

taýyp  oýnaýarlar. 
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＜練習 11：解説＞ 

11-nji       gönükme.  Suratyň   aşagyndaky    sözlemleri 

Ōn brinci   gönükme.  Sūratŋ   aşāgndak     sözlemleri 

[U�mbirˆndZI gOnYkmP Tur´tN   »ASAnn´kI    TOjDlIml´rI 
オーンビリンジ ギョーヌクモ スーラトゥン アジャーンナキ  ソイズレムレリ 

第 11 の        練習        絵の      下にある         文を 

göçüriň. 

göçüriŋ. 
gOtSYrYN] 

ギョチュルン 

うつしなさい 

Gyşyna   günler   gysgalýar.  Howa  sowuk   bolýar. 

Gşna    günler   gīsgalyār.   Hovā  sovuk   bolyār. 

[gˆSn´    gYnnEr  GˆjTqAljAr xo�wA  Towuq  boljAr] 
グシナ    ギュンネル グイスカルヤール ホーワ  ソウック  ボルヤール 

冬は       日ごと    短くなる    天気が   寒く     なる 

Suwlar  doňýar.  Çagalar  buzda  taýyp   oýnaýarlar. 

Suvlar   doŋyār.  Çāgalar  būzda  tāyp   oynayārlar. 
[TuVl´r  doŋjAr  tSAGAlAr buDd 8́ tAjˆp  »ojnAjArlAr] 

スウラル ドンヤール チャーガラル ブーズダ ターユップ オイナヤールラル 

水が  こおっている こどもたちが 氷で すべって あそんでいる 
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Sūrat-yň は、p.13 で説明したように「つぎの絵の」を内容としていま

す。 

gȳsga-l-ýār と分析し、-l～-el～-al は形容詞 gȳsga を自動詞化する接尾

辞：gara「黒い」→garal-「黒くなる」、ýōk「ない」→ýōgal-「なくなる、

死ぬ」、āz「少ない」→āzal-「少なくなる」、dār「狭い」→dāral-「狭く

なる」など。 

tāý-yp と分けられます。 
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＜練習 12：本文＞ 

 

12-nji  gönükme 

Okaň  we  içinde  ýe,  ýo,  ýu,  ýa 4  

harplary  bolan  sözleri  göçüriň. 

 

Eýer,  gün,  ýelim,  ýolka,  durna,  köwüş,  

demir,  orak, ýorgan,  ýagty,  düýe,  çopan,  

ýumuş,  ýuka,  erik,  sagat,  ýol,  ýalyn,  

bugdaý. 
 

 
4 キリル文字版による原文では、キリル文字表記の母音の説明で е, ё, ю, яと示され

ています。 
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＜練習 12：解説＞ 

12-nji   gönükme.   Okaň  we  içinde       ýe,  ýo,  ýu,  ýa 

Ōn ikinci gönükme.   Okaŋ    ve    içinde   ye(e), yo,  yu,  ya 
[onkˆndZi gOn¨kme /oqAŋ    w´    itSinnE  jE   jo  ju   jA 

オンキンジ  ギョーヌクモ  オカン    ウェ    イチンネ  イェー ヨー  ユー  ヤー 

第 12 の    練習    読みなさい  そして そのなかに 

harplary   bolan   sözleri   göçüriň. 

harplar    bolan   sözleri   göçüriŋ. 
xArpl´ri   bol´n  TOjDd´ri  gOtSrYŋ] 

ハルプラル    ボラン   ソイズデリ ギョチリュン 

文字        がある    単語を  うつしなさい 

 

Eýer,  gün,   ýelim,  ýolka,  durna,  köwüş,  demir,  orak, 

Eyer,  gün,   yelim,  yolka,  durna,  kövüş   demir   orak, 
[EjEr   gynJ  jelim  jolk´   durn´  kOwYS  dJEmir  orçk 

エイェル ギュン イェリム  ヨールカ  ドゥルナ キョウュシ  デミル  オロック  

鞍    太陽    糊      モミ     鶴        靴       鉄      鎌 

ýorgan,  ýagty,   düýe,  çopan,  ýumuş,  ýuka,  erik,  sagat,  ýol, 

yorgan,  yāgt    düye  çopan  yumuş  yūka   erik  sāgat   yōl 
jorGPn  jAƒtˆj   dYE  tSopçn  jumuS  juqç  Erˆk  TAƒAt  jçl 

ヨルゴン ヤーグトゥイ デュエ チョポン  ユムシ  ユーコ エリック サーガト ヨール 

ふとん    光       ラクダ  羊飼い  頼み    薄い  アンズ   時計    道 

ýalyn,  bugdaý. 

yaln   bugday 
jAlˆn   buƒdçj] 

ヤルン   ブグドイ 

炎        小麦 
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【いろいろな表現 3】 
＜時の表現＞ 

irden rden  朝 öýle öyle 昼 

agşam agşam 夕方 gije gce 夜、晩 

şu(bu) gün  şu(bu)gün 今日 düýn dǖǖn 昨日 

ertir ertr 明日 

bu hepde  bu hepde  今週 

geçen (öňki) hepde  geçen(öŋki) hepde 先週 

geljek hepde  gelcek hepde 来週 

bu aý   bu ay  今月 

geçen (öňki) aý  geçen(öŋki) ay 先月 

Geljek aý  gelcek ay  来月 

bu ýyl   bu yl  今年 

geçen (öňki) ýyl  geçen(öŋki) yl 昨年、去年 

geljek ýyl  gelcek yl  来年 
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＜練習 13：本文＞ 

 

13-nji  gönükme 

Aşakdakylary  okaň.  Her  sözdäki  

çekimlisesleri  aýdyň. 

Biz  birinji  klasda  okaýarys.  Biziň  

klasymyz  ýagty.  Biz  klasymyzy  arassa  

saklaýarys.  Partalary  hapalamaýarys.  

Arakesme  wagtynda  nobatçylyk  edýäris. 
 

＜練習 13：解説＞ 

13-nji     gönükme.   Aşakdakylary    okaň.  Her  sözdäki 

Ōn üçünci  gönükme.   Aşākdaklar     okaŋ.  Her  sözdäki 

[o ntSYndZY gOnYkmP /ASAqtA ql´rˆ    oqAŋ  xEr   TODdQ ki 
オーンチュンジュ ギョーヌクモ アシャークタクラル オカン  ヘル   ソーズデーキ 

第 13 の       練習        下のものを   読みなさい それぞれの 単語の 

çekimli  sesleri   aýdyň. 

çekimli    sesleri   aydŋ. 
tSekˆmnI  TETtErI  Ajdˆŋ] 

チェーケムニ  セステリ  アイドゥン 
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母        音を    言いなさい 

Biz   birinji    klasda   okaýarys.  Biziň   klasymyz  ýagty. 

Biz   birinci    klasda   okayārs.  Biziŋ   klasmz   yāgt. 
[biD  bˆrˆndZI   qlATt  oqAjArT   biDIŋ  q´lADmˆD  jAƒtˆj 

ビズ    ブルンジ   クラースト オカヤールス ビズィン  カラーズムズ ヤーグトゥイ 

私たちは 第 1     学年で  勉強している 私たちの 教室は    あかるい 

Biz   klasymyzy  arassa   saklaýarys.  Partalary 

Biz   klasmz    arassa   saklayārs.   Pārtalar 
biD   q´lADmˆDˆ »/ArATT´  DAklAjArT  pArt´lArˆ 

ビズ    カラーズムズ  アラッサ  ザクラヤールス  パールタラル 

私たちは 教室を    きれいに  している       机を 

hapalamaýarys.  Arakesme  wagtynda  nobatçylyk    edýäris. 

hapalamayārs.   Ārakesme  vagtnda   nōbatçlk    edyǟris. 

xAp´lAmAjArT /ArAkETm´  wAtˆnd´  nowçtSˆlk   EdijA�rT] 
ハパラマヤールス  アーラケスメ  ワードゥンダ ノーウォチュルク エディヤールス 

よごさない          休み       時間に      当番         している 

 

Aşak-daky-lar-y は複数限定で名詞的にかえたものです。 

klas は「学年、学級、教室」です。トルクメン語には二重子音ではじ

まる単語がありませんから、ロシア語からの借用語などでは母音が入っ

たりします。 

sakla-は「保つ、守る」の意味です。 

hapala-ma-ýār-ys となり、-ma(-me)は否定を示す接尾辞です。al-→alma-

「取らない」、gel-→gelme-「来ない」という第 2 次語幹をつくります。

なお hapa「泥、汚れ」を-la で動詞化したものです。suw-la-「水をやる」

など。 
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＜練習 14：本文＞ 

 

14-nji  gönükme 

   Suratlaryň  atlaryny  kesme  harplardan  

düzüň. 
 

 
 

 

＜練習 14：解説＞ 

14-nji        gönükme.  Suratlaryň     atlaryny   kesme 

Ōn dȫrdünci   gönükme.  Sūratlarŋ     ātlarn    kesme 

[o�ntOrndZY  gOnYkmP  Tur√tl´rŋ   AtlArˆnˆ   kJETmE 
オーントールンジュ ギョーヌクモ スーラットラルン アートラルヌ  ケスメ 

第 14 の          練習        絵の          名前を      切り 

harplardan   düzüň. 

harplardan   düzün. 
xArplArd´n  dYDYŋ] 

ハルプラルダン  デュズン 

文字で      つづりなさい 
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絵の答えは左から towşan (tovşan), horaz (horaz), geçi (geçi), ördek 

(ördek)。 

 

＜練習 15：本文＞ 

 

15-nji  gönükme. 

Okaň  we  has  gara  ýazylan  sözlerdäki  

çekimlileri  aýdyp  beriň. 

 

Meniň  adym  Sadap.  Kakamyň  ady  

Myrat.  Men  birinji  klasda  okaýaryn.  

Ýoldaşymyň  ady  Baýram.  Men  mekdepde  

okamagy  söýýärin. 
 

＜練習 15：解説＞ 

15-nji      gönükme.  Okaň  we  has   gara  ýazylan 

Ōn bǟşinci  gönükme.  Okaŋ  ve  hās    gara  yazlan 
[ommESndZ gOnYkmP oqAŋ  w´  XAT  GArA  jADˆln 
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オンメーシンジ ギョーヌクモ オカン  ウェ ハース  ガーラ  ヤズルン 

第 15 の       練習   読みなさい そして 特に  黒く  書かれている 

sözlerdäki   çekimlileri     aýdyp  beriň. 

sözlerdäki   çekimlileri     aydp   beriŋ. 
TOjDdErdQkJ tSekImlIlIrI   Ajdˆp   bErIŋ] 

ソイズデルデーキ チェケムリレリ アイドゥプ ベリン 

単語の        母音を       言って  ください 

 

Meniň   adym  Sadap.  Kakamyň  ady   Myrat.  Men 

Meniŋ   ādm   Sādap.  Kākamŋ   ād   Mrāt.   Men 
[menIŋ  Adˆm  TAdAp  qAqAmˆŋ  Adˆ  mˆrAt   men 

メニン    アードゥム サーダプ   カーカムン アードゥ ムラート   メン 

私の       名は    サーダプ   父の     名は   ムラート  私は 

birinji     klasda  okaýaryn.  Ýoldaşymyň   ady  Baýram. 
birinci     klasda  okayārn.   Yoldaşmŋ    ād   Bayram. 

brˆndZI    klATt  oqAjA�rˆn   jo…dçSmŋ     Adˆ  bWAjrAm] 
ブリンジ     クラースト オカヤールン  ヨルドシムン   アードゥ バイラム 

第 1         学年で   勉強している  友だちの    名は   バイラム 

Men  mekdepde  okamagy  söýýärin. 
Men  mekdepde  okamag  söyyǟrin. 
[men  mektept´  oqçmçƒμ TOjjarIn] 

メン    メクテプテ   オコモグ    ソイヤールン 

私は    学校で    勉強することを 好む 

 

Meniň ādym Sādap. この文には主部と述部をつなぐものがありませ

んが普通のことです。 

Kāka-m-yň「私の父の」。 
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oka-ýār-yn の-yn は単数第 1 人称を示します。複数第 1 人称の形は、す

でに出てきましたので、まとめると： 

 

  単数   複数 

第 1 人称 -in～-yn -is～-ys 

第 2 人称 -siŋ～-syň -siňiz～-syňyz 

 

Ýol-daş-ym-yň「私の友だち」で、-daşは「仲間」をつくる接尾辞で ýōl

「道」→ýoldaş「道連れ」、ōba-daş「同じ村の人」。 

oka-mag-y の動詞語幹は oka-。-mak(-mek)は動作名詞をつくる接尾辞

です。「学校で勉強する」のように動詞としてのはたらきをもち、同時

に「愛する」の直接目的語にもなっています。-mak(-mek)の接尾した形

は、普通の名詞と同じく人称語尾や格語尾をとることができます。

Aşgabad-a oka-mag-a gel-「アシガバトへ勉強しに来る」。 
＜第 16 の練習省略＞ 

 

 

＜練習 17：本文＞ 

 

17-nji  gönükme 

  Okaň  we  göçüriň,  çekimli  harplaryň  

aşagyny  çyzyň. 
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Iki  etažly  owadan  jaý.  Bu  biziň  

mekdebimiz. 

Ol  obanyň  ortasynda  ýerleşýär.  Biz  

mekdebiň  golaýynda  ýaşaýarys. 
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＜練習 17：解説＞ 

17-nji      gönükme.   Okaň  we  göçüriň,  çekimli 

Ōn yedinci  gönükme.   Okaŋ  ve  göçürŋ,   çekimli 
[onnEdindZi gOn´km   /oqAŋ  w  gOtSrYŋ   tSekImlI 

オンネディンジ ギョーヌクモ   オカン  ウ  ギョチリン   チェーキムリ 

第 17 の       練習    読みなさい そして うつしなさい 母音 

harplaryň aşagyny    çyzyň. 

harplarŋ    aşāgn     çzŋ. 
xArplArˆŋ   »/ASA´n   »tSˆDˆŋ] 

ハルプラルン  アシャーアン    チュズン 

字の        下を      線引きしなさい 

 

Iki   etažly    owadan  jaý.  Bu   biziň  mekdebimiz. 

İki   etajl     ovadan  cāy.  Bū   biziŋ  mekdebimiz. 
[iki  tAZlˆ    odon  dZAj  bu  bIDIŋ  mEktEbImID 

イキ  タージルゥ オードン ジャーイ ブー  ビジン   メクテービミズ 

2   階だての   美しい  建物  これは 私たちの  学校 

Ol  obanyň   ortasynda   ýerleşýär.   Biz   mekdebiň 

Ol   ōbanŋ   ortasnda   yerleşyǟr.   Biz   mekdebiŋ 
ol   oBAnŋ   »ort´TnnE   jerlESI´r   bID   mEktEbŋ 

オル  オーバヌン  オルタスンネ イェルレシエル ビズ   メクテブン 

それは 村の      中央に    位置している 私たちは 学校の 

golaýynda  ýaşaýarys. 

golaynda   yāşayārs. 
»golAjnd´   jAS´jArT] 

ゴラインダ     ヤーシャヤルス 

近くに       住んでいる 
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etaž-ly はロシア語 etaž「階」に-ly をつけた「階をもっている」。 

ōba-nyň orta-sy-n-da と分けます。 

ýer-leş-ýǟr の-leş(-laş)は名詞・形容詞を自動詞化する接尾辞です。uzak

「遠い」→uzaklaş-「遠ざかる」、bulut「雲」→bulutlaş-「曇る」。 

golaý-y-n-da と分けます。 

ýāşa-ýār-ys と分けます。 
＜第 18,19 の練習省略＞ 

 

 

 

【いろいろな単語 4】 
＜大統領の名前、政党名＞ 

Saparmyrat Ataýewiç Nyýazow 

Saparmrat Atayeviç Nyazov 

サパルムラト・アタイェビチ・ニヤゾフ（トルクメニスタン初代大統領） 

 

Gurbanguly Mälikgulyýewiç Berdimuhammedow 

Gurbangul Mälikgulyeviç Berdimuhammedov 

グルバングル・マリクグルイェビチ・ベルディムハメドフ（トルクメニ

スタン第 2 代大統領） 

 

TDP TDP 

Türkmenistanyň Demokratik Partiýasy 

Türkmenistanŋ Demokratik Partiyas 

トルクメニスタン民主党 
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＜練習 20：本文＞ 

 

20-nji gönükme 

Okaň we her sözdäki çekimlileri göçüriň. 

 

El bilen ekerler, 

Dil ilen orarlar. 

          Hat 
 

 

＜練習 20：解説＞ 

20-nji      gönükme.  Okaň  we  her  sözdäki   çekimlileri 

Yigriminci  gönükme.  Okaŋ  ve   her  sözdaki   çekimlileri 
[jˆrmIndZi  gOnPkmP oqAŋ   w  xEr  TODdQk  tSEkImlIl´ri 

ユールミンジ   ギョーヌクモ  オカン  ウ   ヘル   ソーズデキ チェーキムリレリ 

第 20 の       練習   読みなさい そして 各   単語の     母音を 

göçüriň. 

göçüriŋ. 
gOtSrYŋ] 

ギョチリュン 

うつしなさい 
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El  bilen  ekerler, 

El  bilen  ekerler, 
[/El bilEn  Ek‛ErlEr] 

エル  ビレン  エケルレル 

手    で     種まく 

Dil  bilen  orarlar. 

Dil  bilen  orarlar. 
[dˆl wIlEn  orçrlçr] 

ドゥル ウィレン オロルロル 

舌     で      刈る 

 

        Hat 
şaH[SAx] 

 

ek-er-ler, or-ar-lar の動詞語幹は ek-と or-で、-er～-ar は未完了の連体・

終止形活用語尾です。ことわざなどでよく使われる語尾で一般的な動作

をあらわします。ここの２行は「なぞなぞ」で、答えの Хат「手紙」が

逆に印刷されています。それに気づかずにそのまま読んでいるのです。 

 

 
上記はキリル文字版教科書の原文ママです。Xat の筆記体 Хатがさか



 71

さまに印刷されているのに、шаХ（şaH）[SAx]と読んでしまいました。

ちなみに、原文の a は逆さになっていません。印刷ミスでしょう。 
＜第 21 の練習省略＞ 

 

 

＜練習 22：本文＞ 

 

22-nji gönükme 

Şygry okaň we her sözdäki çekimsiz sesleri 

aýdyp beriň. 

 

Sähra. 

Güller açyk, 

Ýollar açyk. 

Dünýä ýaly 

Çöller açyk. 
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Açyk biziň 

Göwnümizem. 

Asmandaky  

Günümizem. 

 

Açyk howa, 

Açyk asman. 

Biziň ile 

Geliňmyhman. 
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＜練習 22：解説＞ 

22-nji         gönükme.  Şygry   okaň   we  her  sözdäki 

Yigrimi ikinci   gönükme.  Şgr    okaŋ   ve  her  sözdäki 
[jˆrmkIndZI   gOnYkmP  Sˆƒrˆ    oqAN  w´  xEr  TODdQk 

ユールムキンジ    ギョーヌクモ  シュグル   オカン   ウェ ヘル   ソーズデキ 

第 22 の           練習       詩を  読みなさい そして 各    単語の 

çekimsiz   sesleri  aýdyp  beriň. 

çekimsiz   sesleri    aydp   beriŋ. 
tSekImTz  TeTtErI  »ojdˆp   berIN] 

チェーキムスズ セーステリ アイドゥップ ベリン 

子         音を      言って  ください 

 

 

Sähra. 
Sährā.  [TQxr]  セーハル 野原 

 

Güller açyk, 
Güller açk,  [gYllør AtSˆk]  ギュルレル アチュク 花  ひらき 

Ýollar açyk.. 
Yōllar açk.  [jollçr AtSˆk]  ヨールロル アチュク 道  ひらく 

Dünýä ýaly 

Dünyǟ yāl  [dYn.jE jAlˆ]  デュンイェ ヤール 世界  のように 

Çöller açyk. 
Çöller açk  [tSOllør AtSˆk]  チョルリェル アチュク  砂漠  ひろい 

 

Açyk biziň 
Açk biziŋ  [/AtSˆk bIDIŋ]  アチュク ビジン  晴れやかな  私たちの 
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Göwnümizem. 
Gövnümizem.  [gOwnYmYDm]  ギョウヌムズム  心も 

Asmandaky 
Asmandak  [/ATmAndAkˆ]  アスマンダーク  空の 

Günümizem 
Günümizem.  [gYnYmYDm]  ギュヌムズム  太陽も 

 

Açyk howa 
Açk hovā  [/AtSˆk xowA]  アチュク ホーワ  晴れた 天気 

Açyk asman. 
Açk asmān  [/AtSˆk ATmAn]  アチュク アスマン  明るい 空 

Biziň ile. 

Biziŋ le.  [bIDIŋ ilE]  ビジン イーレ  私たちの 地方へ 

Geliň myhman. 
Geliŋ mȳhmān.[gElEŋ mIxmAn]ゲレン ミーフマン いらっしゃい お客さん 

 

Göwn-ümiz-em の語幹は göwün で法則どおり ü が落ちています。-em

は hem「も」の短い形です。Men-em gel-di-m.「私も来た」。 

Gün-ümiz-em も上におなじ。 

l-e では Biziňがあるためl につく人称語尾-imiz を省き、1 行 4 音節に

そろえてあります。 
＜第 23 の練習省略＞ 
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＜練習 24：本文＞ 

 

24-nji gönükme 

Olary Maral Geldiýewa okadýar. Okuwçylar öz 

mugallymalaryny gowy görýärler. Mugallymalary 

çagalara ýazmagy, okamagy öwredýär. Tertipli 

bolmalydygyny aýdýar. 
 

＜練習 24：解説＞ 

24-nji            gönükme. 

Yigrimi dȫrdünci   gönükme. 
第 24 の         練習 

Olary   Maral  Geldiyewa   okadýar.   Okuwçylar   öz 

Olar    Maral  Geldiyeva   okadyār.   Okuvçlar    ȫz 
かれらを マラル ゲルディニワが 教えている  生徒たちは   自分の 

mugallymalaryny   gowy  görýärler.  Mugallymalary   çagalara 

mugallmālarn     gov   göryǟrler.  Mugallmālar    çāgalara 
女先生を                愛している      その女先生は    こどもたちに 

ýazmagy, okamagy  öwredýär.  Tertipli   bolmalydygyny   aýdýar. 

yazmag,  okamag  övredyǟr.  Tertpli  bolmaldgn     aydyār. 
書くことを 読むことを 教えている きちんと しなければならない と言っている 
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öwred-ýǟr の語幹は öwret-。 

tertp-li の語幹は tertp「順序、規律」。 

bol-maly-dyg-y-n-y と分析し、-maly(-meli)は必要・義務を示す終止・連

体形の活用語尾で、たとえば Nǟme aýtmaly!「なにを言うべきか」など。

-dyg については第 1 の練習のあとに出てきました。       ＜第 25,26 の練習省略＞ 

 

＜練習 27：本文＞ 

 

27-nji gönükme 
 

Sary agam içerde, 

Gökje goly daşarda. 

Elinde hasasy, simdendir, bagy, 

Kellesi aşakda, kändir  guşagy. 

Dolama dokuz dony bar, 

Bir topbajyk özi bar. 
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＜練習 27：解説＞ 

Yigrimi yedinci  gönükme. 
第 27 の        練習 

 

Sār   āgam  içerde, 
黄色い  兄さん その内に 

Gȫkce  gol    daşarda. 
青く     腕は    その外に 

Elinde    hasās,   simdendir,  bāg, 
手には      つえ       針金の     ひも 

Kellesi    aşākda,   kǟndir   guşag. 
頭は         下で     たくさんの  帯 

Dolama  dokuz  dōn   bār, 
包んだ    9 枚の  ガウン  あり 

Bir   topback    ȫzi  bār. 
ひと   山ほどの    自分  あり 

 

Sāry は「黄色」だが、赤みがかったものもふくむようです。 

āga-m「私の兄」。 

iç-er-de,  daş-ar-da は iç「内」、daş「外」に場所を示す-er～-ar がつい

た形ですが、単独では içeri, daşary を使います。 

Gȫk-je の-je は副詞をつくる接尾辞です。 

gol-y「その腕」。 

El-i-n-de「その手に」。 

hasā-sy「そのつえ」。 

sim-den-dir「針金からなっている」。 

bāg-y「そのひも」。 
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Kelle-si「その頭」。 

kǟn-dir「たくさんである」。 

guşag-y「その帯」←guşak。 

Dola-ma の-ma(-me)は-mak(-mek)よりもいっそう名詞的な動名詞をつ

くる接尾辞ですが、連体用法もあります：asma köpri「つり橋←as-つる」。

たびたび出てくる gönükme も gönük-「向かう」という動詞の名詞形です。 

dōn-y「そのガウン」、d-の頭韻法。 

topba-jyk の-jyk は指小接尾辞で、この語幹は topbak「山づみのもの」：

köpri「橋」→köprüjik「小橋」。 
＜第 28 の練習省略＞ 
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＜練習 29：本文＞ 

 

29-nji gönükme 

 

Gurjak 

Aglama, gurjak, 

Seni eý görjek. 

Tikip, täzeje 

Köýnek geýdirjek. 

Onsoň bileje, 

Ýöräp çalaja, 

Gideris baga 

Biz gezelenje. 
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＜練習 29：解説＞ 

29-njy            gönükme 

Yigrimi dokuzunc  gönükme 
第 29 の          練習 

Gurjak 

Gurcak 
人形 

Āglama,  gurcak, 
泣くな      人形 

Seni   ey  görcek. 
お前を   大事にするよ 

Tikip    tǟzece 
縫って    新しく 

Köynek  geydircek. 
シャツ    着せてやるよ 

Onsoŋ  bilece, 
そのあと いっしょに 

Yörǟp   çalaca, 
歩いて    ゆっくり 

Gideris   bāga 
行くのだ   公園に 

Biz   gezelence. 
私たち  散歩に 

 

āgla-ma の-ma(-me)は否定の接尾辞で、否定語幹そのままの形は命令形

です。動名詞の-ma(-me)と同形ですが、文脈によって判断できます。否

定のときのアクセントは āgláma。 
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eý gör-「大切にする、かわいがる」；-jek(-jak)は確信的な予定を示す終

止・連体形の活用語尾で、たとえば Howā bū gün gaty gyzjak.「天気は今

日かなり暑くなるだろう」。 

tik-ip の語幹は tik-。 

tǟze-je の-je(-ja)は副詞をつくる接尾辞。 

geý-dir-jek の-dir は使役の接尾辞-dºr で、l,r をのぞく子音おわりの語幹

につきます。 

bile-je, çala-ja の-je(-ja)も副詞をつくる接尾辞。 

Ýörǟp の語幹は ýöre-で、-ip がつくとヨレープのように語幹末母音が

長く発音されます。 

Gideris の語幹は git-。 

gezelenj-e の語幹は gezelenç です。 

 

＜練習 30：本文＞ 

 

30-njy gönükme 

Traktorçy 

Aman kolhozda traktorçy bolup işleýär. Ol öz 

sürýän traktoryna örän gowy seredýär. Traktoryny 

hemişe arassa saklaýar. Onuň traktory saz işleýär. 
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＜練習 30：解説＞ 

30-njy    gönükme. 

Otuznc  gönükme. 
第 30 の      練習 

 

Traktorç. 
トラクター運転手 

Aman  kolhozda     traktorc      bolup   şleyǟr. 
アマンは コルホーズで トラクター運転手 として  働いている 

Ol     ȫz   süryǟn      traktorna    örǟn  gov   seredyǟr. 
かれは 自分が 運転している トラクターを  大へん よく   世話している 

Traktorn     hemşe   arassa  saklayār. 
そのトラクターを いつも  きれいに 世話している 

Onuŋ  traktor     sāz   şleyǟr. 
かれの トラクターは 正常に 動いている 

 

 

Otuzynjy の語幹は otuz「30」。2～9 とことなり 20～90 はつぎのようで

すから、別におぼえる必要があります。20 ýigrimi, 30 otuz, 40 kyrk, 50 elli, 

60 altmyş, 70 ýetmiş, 80 segsen, 90 togsan。 

bol-up は「あって、なって」ですが「として」訳せる場合です。 

sür-ýǟn の-ýǟn(-ýān)は未完了・進行を示す連体形語尾です。修飾構造

は-en～-an と同じです。 
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＜練習 31：本文＞ 

 

31-nji  gönükme 

Altyn ýyldyz dakarys 

Ýolkamyzyň başyna. 

Täze ýylda şatlanyp, 

Aýlanarys daşyna. 
 

＜練習 31：解説＞ 

31-nji      gönükme. 

Otuz birinci  gönükme. 
第 31 の      練習 

 

Altn    yldz     dakars 
金の       星を      つけます 

Yolkamzn   başna. 
モミの木の      頭に 

Tǟze  ylda    şātkanp, 
新しい  年に     楽しんで 

Aylanars    daşna. 
回ります      その外を 
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dak-ar-ys の語幹は dak-。 

Ýolka-myz-yň「私たちのモミの」。 

şāt-lan-yp の-lan(-len)は名詞・形容詞 şāt「楽しさ（い）」を自動詞化す

る接尾辞です。güýç「力」→güýçlen-「強くなる」など。 

Aýlan-ar-ys の語幹は aýlan-；Aý ýer-in daş-y-n-a aýlan-「月は地球の外

を回る」。 

 

 

＜練習 32：本文＞ 

 

32-nji gönükme 

Surata seredip, soraglara dilden jogap beriň. 
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Soraglar: 

1. Bir ýylda näçe pasyl bar? 

2. Häzir ýylyň haýsy pasly? 

3. Ýerde näme bar? 

4. Adamlar gyşda nähili eşik geýýärler? 

5. Ýaşajyk okuwçylar nirä girip barýarlar? 
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＜練習 32：解説＞ 

32-nji       gönükme.  Surata   seredip,   soraglara   dilden 

Otuz ikinci   gönükme.  Sūrata   seredip,   sōraglara   dilden 
第 32 の      練習         絵を     見て       質問に      口で 

jogap   beriň. 

cogāp   beriŋ. 
答えを  与えなさい 

Sōraglar: 
質問 

1. Bir  ylda  nǟçe  pasl  bār? 
1   年に  いくつ 季節が  ある 

2. Hǟzr   yln    hays   pasl? 
いまは   年の     どの     季節 

3. Yerde  nǟme  bār? 
地面に  なにが  ある 

4. Ādamlar   gşda    nǟhili   eşik    geyyǟrler? 
   人びとは    冬に     どんな    服      着ている 

5. Yāşack    okuvçlar   nrǟ   girip    baryārlar? 
   かわいい    生徒たちは  どこへ  入って    行く 

 

dil-den「舌・ことばによって」ですが「口頭で」ということ。 

pasyl～pasl-y では第 2 音節の y が落ちます。第 10 の練習のところで出

した法則の例外ですが、この単語はアラビア語の fasl から来ていて、も

ともと狭母音はありませんでした。外来語では、こうした例がよくあり

ます。 

nrǟは nre「どこ」の方向格の形で、発音はニーレーとなります。 
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＜練習 33：本文＞ 

 

§3. Ýogyn we inçe çekimli sesler. 

33-nji gönükme 

 

1. Okuwçylar oýun oýnamaga taýýarlanýarlar. 2. 

Oraz haty arassa ýazýar. 3. Kolhozçylar ýerleri 

ekişe taýýarladylar. 4. Olar mekdebe irden 

gidýärler. 
 
 

＜練習 33：解説＞ 

§3. Ýogyn we inçe çekimli sesler. 

Üçünci  paragraf.  Yogīn  ve  inçe  çekimli  sesler. 
第 3      節       あと    と  まえの  母       音 

33-nji       gönükme. 

Otuz üçünci  gönükme. 
第 33 の     練習 

1. Okuvçlar  oyun  oynamaga  tayyārlanyārlar. 
生徒たちは   劇を  演ずるために  準備している 
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2. Oraz    hat   arassa  yazyār. 
オラズは 手紙を きれいに 書いている 

3. Kolhozçlar      yerleri  ekişe  tayyārladlar. 
コルホーズの人びとは 土地を 種まき用に 準備した 

4. Olar  mekdebe  rden  gidyǟrler. 
かれらは 学校へ   朝はやく 行く 

 

Ýogȳn は「太い、太った」、inçe は「細い、かん高い」ですが、音声

学の用語としては、あと母音(y, u, o, a)とまえ母音(i, ü, ö, e, ä)をさします。 

taýýār-lan-ýār-lar の-lan は形容詞 taýýār「用意できている」を自動詞化

したもの。 

ek-iş-e の-(ý)ºş は動名詞化の接尾辞；ýag-「降る」→ýagyş「雨」、oka-

「読む」→okaýyş「読み方」。 

taýýār-la-dy-lar の-la(-le)は他動詞化の接尾辞、ここでは ýerleri という

直接目的語をとっています。-dº は完了の終止形活用語尾で、あとにつ

づく人称語尾は： 

 

  単数    複数 

第 1 人称       -m  -k 

第 2 人称       -ň  -ňiz～-ňyz 
＜第 34～35 の練習省略＞ 
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＜練習 36：本文＞ 

36-njy gönükme 

 Şygry labyzly okaň. 
 

Keýjek 

Keýjek, keýjek, 

Tumşujagyň buz ýaly. 

Seni günde sypalap, 

Näçe söýsem, az ýaly. 

Keýijegim, bärik bak, 

Gara gözüň balkyldar. 

Arassa sen arassa, 

Sütügiňde ýalkym bar.  
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＜練習 36：解説＞ 

36-njy      gönükme.   Şygry    labyzly   okaň. 

Otuz altnc  gönükme.   Şgr     labzl    okaŋ. 
第 36 の      練習        詩を    節をつけて 読みなさい 

 

Keyicek. 
カモシカさん 

Keyicek,   keyicek, 
カモシカさん カモシカさん 

Tumuşucagŋ  būz  yāl. 
お前の鼻づら    氷  のよう 

Seni  günde  sīpalāp, 
お前を  毎日    なでて 

Nǟçe   söysem  āz   yāl. 
どんなに 愛しても 少ない ようだ 

Keyicegim,  bǟrk  bak, 
カモシカさん  こっち  見て 

Gara  gözüŋ  balkldār. 
黒い  お前の目は 光ってる 

Arassa  sen,  arassa 
きれいな お前  きれいだよ 

Sütügiŋde  yalkm  bār. 
お前のうぶ毛に 光    あり 

 

labyz-ly の語幹は labyz「メロディー、旋律、ふし」。 

keýijek の語幹は keýik「ガゼル」で、指小接尾辞の-jek がつくとき語

幹末の-k が落ちます。ほかに、köpük「泡」→köpüjek「小さい泡」、aýak
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「足」→ayajyk「かわいい足」など。 

Tumuşu-jag-yň の語幹は tumşuk「動物の鼻づら」で上に同じく-k が落

ち、指小接尾辞-jak の-k は 2 人称単数の人称語尾のまえで有声化してい

ます。「お前のかわいい鼻づら」。 

günde-günde とくりかえすのが普通。 

söý-se-m の-se(-sa)は仮定・条件を示す連用形活用語尾で、あとにつく

人称語尾は-dº と同じものです。 

Keýi-jeg-im「私のカモシカさん」。 

bak は動詞語幹そのままで命令形。 

balkylda-r は母音おわりの語幹に未完了の-ar(-er)がついたのでダール

と発音。 

Sütüg-iň-de の語幹は sütük。 

 

 

【いろいろな単語 5】 
＜方角・方向の表現＞ 

東 gündogar  gündogar 

西 günbatar  günbatar 

南 günorta  günorta 

北 demirgazyk  demirgazk 

上 üst  üst / ýokar  yokar 

下 ast  ast / aşak  aşak 

左 çep  çep / sol  sol 

右 sag  sag 

前 öň  öŋ / huzur  huzur / ileri  ileri 

後ろ yz  z / aňry  aŋr / syrt  srt 
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＜練習 37：本文＞ 

 

37-njy gönükme 

Hekaýajygy üns berip okaň. 

 

Ýagyş ýagýardy. Az wagtdan soň ýagyş diňdi. 

Çagalar oýnamaga gitdiler. Olar arassa howada 

hezil edip oýnadylar. 
 

 

＜練習 37：解説＞ 

37-njy       gönükme.  Hekaýajygy  üns  berip   okaň. 

Otuz yedinci  gönükme.   Hekāyacg  üns   berip   okaŋ. 
第 37 の        練習        短い        話を 注意して 読みなさい 

 

Yagş  yagyārd.  Āz  vagtdan  soŋ  yagş  diŋdi.  Çāgalar   
雨が  降っていた  短   時間の   あと  雨が  やんだ 子どもたちは 

oynamaga  gitdiler.  Olar  arassa  hovāda  hezil  edip  oynadlar. 
遊びに    出かけた かれらは きれいな 空気で    楽しんで    遊んだ 
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Hekāýa-jyg-y「小さい話を」。 

üns ber-「注意を与える」とは「注意する」という意味。 

ýag-ýār-dy は進行形の-ýar に古い付属語*idi「であった」がついたもの

で、疑問文では ýag-ýār my dy? のように dy が離れることがあります。 

soň は「…のあと、…を過ぎて」の場合、分離格の形につづきます。

たとえば、sāgat ōn ikiden soň「時計 12＝12 時過ぎに」。 

hezil et-「楽しむ」。 
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＜練習 38：本文＞ 

 

38-nji gönükme 

Biziň kolhozymyzda çagalar bagy bar. Myradyň 

ejesi çagalar bagynda işleýär.  Ol çagalara erteki 

aýdyp berýär. Gyzykly gürrünler edip berýär.  

Çagalar onuň gürrüňini üns berip diňleýärler. 
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＜練習 38：解説＞ 
38-nji        gönükme 

Otuz sekizinci  gönükme 
第 38 の       練習 

 
Biziŋ  kolhozmzda  çāgalar  bāg  bār.  Mrādŋ  ecesi   
私たちの コルホーズに    幼稚    園  がある ムラートの 母は 

çāgalar  bāgnda  şleyǟr.  Ol     çāgalara    erteki     aydp   
幼稚      園で  働いている かの女は 子どもたちに おとぎ話を 話して  

beryǟr.    Gzkl     gürrüŋler  edip  beryǟr.    Çāgalar     onuŋ 
やっている おもしろく おしゃべりを して やっている 子どもたちは かの女の  

gürrüŋini   üns  berip   diŋleyǟrler. 
お話を     注意  して    聞いている 

 

Myrād-yňで男の名は Myrāt「ムラート」。 

ece-si の-si は母音おわりの語幹につく限定語尾。 

 

＜練習 39：本文＞ 

 

39-njy gönükme 

1. Men her gün sabyn bilen yuwunýaryn.  2. Biz 

okuwdan sebäpsiz galmaýarys.  3. Ertir klubda 

oýun goýuljak. 
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＜練習 39：解説＞ 

39-njy        gönükme 

Otuz dokuzunci gönükme 
第 39 の       練習 

1. Men  her  gün  sābn  bilen  yuvunyārn. 
私は  毎   日  シャボン  で     洗う 

2. Biz  okuvdan  sebǟpsiz  gālmayārs. 
私たちは 授業で   理由なく   休まない 

3. Ertr  klubda  oyun  goyulcak. 
あす クラブで  劇が   行われる 

 

ýuw-un-ýār-yň の-un は再帰の接尾辞で、動作が動作主自身におよぶこ

とを示し、「自分のからだや頭を洗う」。 

okuw-dan gāl-「学習から残る」とは「授業を休む」。 

sebǟp-siz の-sºz は-li～-ly の反対の「…を有しない」という形容詞をつ

くる接尾辞：suw「水」→suwsuz çöl-「水のない砂漠」。 

goý-ul-の-ºl は受け身の接尾辞。 
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＜練習 40：本文＞ 

 

40-njy gönükme 

Bir guş tutdum, jany ýok, 

Başyn kesseň gany ýok, 

Içinde üç ýumurga, 

Jüýjesiniň sany ýok. 

(Gawun) 
 

 

＜練習 40：解説＞ 

40-njy   gönükme. 

Krknc  gönükme. 

第 40 の  練習 
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Bir   guş  tutdum,  cān   yōk, 
1 羽の 鳥を つかまえた いのちは ない 

Başn  kesseŋ  gān  yōk, 
頭を    切っても  血は  ない 

İçinde  üç  yumurtga, 
その中に 3 つの 卵 

Cüycesiniŋ  sān  yōk. 
ひよこの     数は  ない 

(Gāvun) 

 

baş-y-n(-y)「その頭を」ですが、7 音節にそろえるため対象格の母音が

はぶかれています。 

kes-se-ň「お前が切っても」、-se は仮定・条件を示す活用語尾。 

jüýje-si-niň「そのひよこの」。 

Gāwun は、このなぞなぞ matal の答え

で逆に印刷されています。なぞなぞの内

容はよくわかりません5。メロンですが、

ウイグルからトルコまで広く生産され

ているラグビーボール大のおいしい瓜です。 

 

←メロンを横に切った断面図 

 3 つに分かれたわたが確認できます。

 
5 このなぞなぞの意味を補足解説します。まず、トルクメニスタンでは、トルクメ

ニスタンメロン gāwun を鳥にたとえるようです。動物ではなく果実ですから、切っ

ても血は出ません。メロンの中には、実の他に種とわたがあります。わたは 3 つに

分かれているので、これを 3 つの卵にたとえたのでしょう。その卵から本物のひな

が産まれるわけではないので、ひよこはいないとしたのでしょう。 
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＜練習 41：本文＞ 

 

41-nji gönükme 

 

Okuwçylar irden mekdebe geldiler. Olar 

meýdançada bedenterbiýe etdiler. Jaň kakyldy. 

Okuwçylar klasa girdiler. 
 
 

＜練習 41：解説＞ 

41-nji      gönükme. 

Krk birinci  gönükme. 
第 41 の     練習 

Okuvçlar  rden  mekdebe  geldiler.  Olar  meydānçada  bedenterbiye 
生徒たちは  朝はやく 学校に    来た    かれらは グランドで   体操 
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etdiler.  Caŋ  kakld.  Okuvçlar  klasa  girdiler. 
した     鐘が  なった   生徒たちは  教室に  入った 

 

Jaň kak-yl-dy.は「ベルが押された」という解釈もできるでしょう。 

 

 

＜練習 42：本文＞ 

 

42-nji gönükme 

 

1. Özünden ulyny sylamaly. 

2. Özünden kiçini öýkeletmeli däl. 

3. Mugallymyň aýdanlaryny üns berip diňlemeli. 

 
＜練習 42：解説＞ 

42-nji      gönükme. 

Krk ikinci  gönükme. 
第 42 の    練習 

 

1. Ȫzüŋden  uln    sīlamal. 
自分より 大きい人を 尊敬しなければならない 
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2. Ȫzüŋden  kiçini   öykeletmeli  dǟl. 
自分より 小さい人を 怒らせてはいけない 

3. Mugallmŋ  aydanlarn  üns  berip  diŋlemeli. 
先生の      言ったことを 注意  して  聞かねばならない 

 

Ȫz-üň-den「君自身より」。 

uly は「大きい」という形容詞ですが、名詞につく語尾をつけると「大

きい人、おとな」としても使えます。Kiçi「小さい」も同様。 

sīla-maly の-maly(-meli)は必要・義務を示す活用語尾ですが、人称変化

はありません。 

öýke-le-t-meli の第１次語幹は öyke「怒り」、-le で動詞化、-t で使役形

になっています。dǟl デールは「…ではない」という意味の語で-meli と

ともに「してはいけない、すべきではない」となります。 

aýd-an-lar-y-n-y と分析し、-an(-en)はすでに出ている完了の連体形語尾

ですが、連体形は同時に名詞形でもありますから、「言ったこと」を意

味します。 
＜第 43,44 の練習省略＞ 
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＜練習 45：本文＞ 

 

45-nji gönükme 
 

 Doktoryň gyzy 

Bibiniň gurjagy köp.  

Ol bir gurjagynyň  

kellesini ak mata bilen 

dandy. Ony prostyna 

dolady. 

Soňra: 

《 Seniň kelläň agyrýardyr 》 diýip, onuň 

goltugyna bir zat saldy. 
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＜練習 45：解説＞ 

45-nji       gönükme. 

Krk bǟşinci  gönükme. 

第 45 の     練習 

 

Doktorŋ  gīz. 
医者の      娘 

Bbiniŋ  gurcag  köp.  Ol    bir  gurcagnŋ  kellesini  āk   
ビービの   人形は  多い かの女は ある  人形の      頭を     白い 

matā  bilen  daŋd.  On  prostna  dolad. 
布    で   しばった それを シーツに くるんだ 

Soŋra: 
あと 

《Seniŋ  kellǟŋ  āgryārdr》diyip,  onuŋ  goltugna  bir  zāt 
お前の    頭が  痛むのね   と言って その   わきの下に ある ものを 

sald. 
入れた 

 

gurjag-y の語幹は gurjak。 

kelle-si-ni「その頭を」。 

prostyn-a ロシア語 простыняからの借用。 

kellǟ-ňはケルレーン←kelle。 

āgyr-ýār-dyr の dyr は「…である」という念おしの付属語です。 

goltug-y-n-a の語幹は goltuk。 
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＜練習 46：本文＞ 

 

46-njy gönükme 

 

1. Biz şat durmuşda ýaşaýarys.  2. Biziň 

ýurdumyzda gyzykly ýerler köp.  3. Biz dynç güni 

şähere gitjek. 
 

 

＜練習 46：解説＞ 

46-njy      gönükme. 

Krk altnc  gönükme. 
第 46 の     練習 

 

1. Biz    şāt  durmuşda  yāşayārs. 
私たちは 楽しい 生活を   送っている 

2. Biziŋ  yūrdumzda  gzkl  yerler  köp. 
私たちの 国には    おもしろい ところが 多い 

3. Biz   dīnç  güni  şähere  gitcek. 
私たちは 休    日に   町へ  行くつもり 
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＜練習 47：本文＞ 

 

47-nji   gönükme 

 Haýwanat bagynda. 

Aşgabatda haýwanat bagy bar. Biz haýwanat 

bagyna gitdik. Ol ýerdäki haýwanlary gördük. 

Mugallymymyz bize şol haýwanlar hakda gürrüň 

berdi. 

    

Soraglar:  

1. Nirede haýwanat bagy bar? 

2. Biz nirä gitdik? 

3. Ol ýerde nämeleri gördük? 

4. Kim bize haýwanlar hakda gürrüň berdi? 
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＜練習 47：解説＞ 

47-nji       gönükme. 

Krk yedinci  gönükme. 
第 47 の      練習 

Hayvānāt  bāgnda. 
動物        園で 

Aşgabatda  hayvānāt  bāg  bār.  Biz  hayvānāt  bāgna  gitdik. 
アシガバトに  動物      園  がある 私たちは 動物     園へ    行った 

Ol  yerdäki  hayvānlar  gördük.  Mugallmmz  bize  şol  hayvānlar 
そ    この      動物を      見た      先生は     私たちに その  動物 

hakda  gürrüŋ  berdi. 
について  話を   した 

Sōraglar: 
質問 

1. Nrede  hayvānāt  bāg  bār? 
どこに   動物      園  があるか 

2. Biz    nrǟ  gitdik? 
私たちは どこへ 行ったの 

3. Ol  yerde  nǟmeleri  gördük? 
そ  こで     何を     見たか 

4. Kim  bize  hayvānlar  hakda  gürrüŋ  berdi? 
だれが 私たちに 動物     について   話を   したか 

 

git-di-k, gör-dü-k の-k は第 1 人称複数を示す人称語尾、-dº と-se～-sa

だけにつきます。 

hakda は hakynda ともいいます。 
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＜練習 48：本文＞ 

 

48-nji gönükme 

 

1. Maral çagalara erteki aýdyp berýär.  2. Okuwçy 

örän arassa bolmalydyr.  3. Biz hemişe tertipli 

bolmalydyrys. 
 

＜練習 48：解説＞ 

48-nji        gönükme. 

Krk sekizinci  gönükme. 
第 48 の        練習 

 

1. Maral         çāgalara     erteki    aydp  beryǟr. 
マラル（女名）は こどもたちに おとぎ話を して   やっている 

2. Okuvç  öpǟn  arassa  bolmaldr. 
学生は  大へん  きれいで  あるべきだ 

3. Biz   hemşe  tertpli  bolmaldrs. 
私たちは いつも  きちんと しているべきだ 
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＜練習 49：本文＞ 

49-njy gönükme 

Öseliň, tiz öseliň! 

Baglarda ter açylan 

Parlak elwan gül ýaly, 

Öseliň, tiz öseliň, 

Parlap barýan Gün ýaly. 

 

Ylymdan paý alýarys 

Mekdebiň gujagynda. 

Köp iş garaşýar bize 

Ýurduň her künjeginde.. 

 

Magdany köp tapýarys, 
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Güller açýar çölümiz. 

Öseliň, tiz öseliň, 

Garaşyp dur ilimiz. 

 

Ululara el berip, 

Aya  uçalyň,  dostlar. 

Gizlin  syrly  zatlarň 

Syryn  açalň,  dostlar. 

 

Watanymyz garaşýar, 

Öseliň, tiz öseliň. 

Ösmek  bize  ýaraşýar, 

Öseliň, tiz öseli              N. Baýramow 
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＜練習 49：解説＞ 

49-njy         gönükme. 

Krk dokuzunc  gönükme. 
第 49 の         練習 

 

Öseliŋ,     tz    öseliŋ! 
大きくなろう はやく 大きくなろう 

Bāglarda  ter  açlan 
庭に    新しく 咲いた 

Parlak  elvān  gül  yāl, 
輝く   赤い  バラ のように 

Öseliŋ,     tz    öseliŋ, 
大きくなろう はやく 大きくなろう 

Parlāp  baryān   Gün  yāl. 
輝き  つづけている 太陽 のように 

 

Ilmdan  pāy     alyārs 
学問から 分けまえを 得ています 

Mekdebiŋ  gucagnda. 
学校の    ふところで 

Köp  ş    garaşyār  bize 
多くの 仕事が 待っている 私たちに 

Yūrduŋ  her  künceginde. 
国の     各     地で 

 

Magdān  köp  tapyārs, 
鉱石を たくさん さがします 
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Güller  açyār    çölümiz. 
花が  咲いている われらの砂漠 

Öseliŋ,     tz    öseliŋ, 
大きくなろう はやく 大きくなろう 

Garaşp  dur  limiz. 
待って  いる  みんなが 

 

Ululara     el    berip, 
おとなたちに 敬意を 表して 

Āya  uçalŋ,  dōstlar. 
月へ   とぼう    友よ 

Gizln  srl  zātlarŋ 
秘密の  かくれた ものの 

Srn  açalŋ,  dōstlar. 
秘密を  あかそう  友よ 

 

Vatanmz  garaşyār, 
わが祖国は   待っている 

Öseliŋ,     tz    öseliŋ. 
大きくなろう はやく 大きくなろう 

Ösmek  bize  yaraşyār, 
成長は  私たちに あっている 

Öseliŋ,     tz    öseliŋ. 
大きくなろう はやく 大きくなろう 

              N. Bayramov 
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Ös-eliňの-eliňは命令形第 1 人称複数の語尾です。命令形の語尾は、つ

ぎのようになっています： 

 

  単数     複数 

第 1 人称  -eýin～-aýyn  -eliň～-alyň〈-eli～-aly〉 

第 2 人称  語幹そのまま    -(º)ň 

 

第 2 人称は相手にある動作をさせる命令で、複数形を単数に使えば敬語

になります。しかし第 1 人称に単数では話し手の意志を示し、その複数

形は相手とともにする意志、したがって勧誘を示します。〈-eli～-aly〉

は話し手と相手がひとりずつの場合をされています。 

Parlāp bar-「輝いていく」は継続のアスペクトを示します。 

gujag-y-n-da の語幹は gujak。 

künjeg-i-n-de もおなじく künjek。 

dur は動詞 dur-「立っている」の語幹ですが、命令形としてではなく、

-p dur の形で継続状態のアスペクトを示します。 

el ber-という慣用句は「ゆずる、一目を置く」という意味をあらわし

ます。Syr-y-n(y)は７音節にそろえるため、対象格の母音がはぶかれてい

ます。 
＜第 50,51 の練習省略＞ 
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＜練習 52：本文＞ 

52-nji gönükme 

 

Jigime. 

Gül, oýna, ulal, jigim, 

Gurjagyny al, jigim! 

Uly iliň içinde  

Abraýly bol, jigim! 

 

Seýle çykaly, jigim, 

Güle bakaly, jigim! 

Ýürekde gany galmasyn, 

Läle kakaly,jigim! 

A. Omarowa. 
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＜練習 52：解説＞ 

Elli ikinci gönküme 
 第 52 の   練習 

Cigime. 
わが妹へ 

Gül,  oyna,  ulal,  cigim, 
笑え   遊べ  大きくなれ 妹よ 

Gurcagŋ  al,  cigim! 
お前の人形を 持て  妹よ 

Ul  liŋ  içinde 
おとなの    中で 

Ābrayl  bol,  cigim! 
立派に    なれ   妹よ 

 

Seyle  çkal,  cigim, 
散歩に  出よう   妹よ 

Güle  bakal,  cigim! 
花を    見よう    妹よ 

Yürekde  gan  gālmasn, 
心に      心配が 残らぬように 

Lǟle      kakal,  cigim!       A. Omarova 
少女の詩を つくろう   妹よ 

 

Jigi-m-e と分析されます。 

Uly l「大きい人びと」の意。 

Seý-le の語幹は seýil で第 2 音節の狭母音が落ちます。 
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çyk-aly の-aly は一対一の勧誘。 

Gül-e bak-aly で bak-「見る」という動詞は方向格を要求します。 

gāl-ma-syn の-sºn は第三者（人や物）に対する願望を示す語尾で、こ

こでは「心配がないように」。Ýōluňyz āk bolsun!「あなたの道が白くあ

りますように＝道中ご無事で」、Yāşasyn!「万歳！」。 
＜第 53～57 の練習省略＞ 

 

 

＜練習 58：本文＞ 

 

58-nji gönükme 

 

Meniň kakam awçy. Ol bir gün awa gitdi.  

Öýlänler dolanyp geldi. Kakam iki sany tilki 

tutupdyr. 

 
＜練習 58：解説＞ 

Elli sekizinci gönükme 
  第 58 の     練習 

Meniŋ  kākam  āvç.  Ol   bir  gün  āva  gitdi.  Öylǟnler   
私の    父は   猟師  かれは ある  日   狩に 行った   午後に 
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dolanp  geldi.  Kākam  iki  sān  tilki    tutupdr. 
帰って    きた    父は    ２  ひきの キツネを つかまえてきた 

 

Öýlǟn-ler 複数は「ぼかし」の手法、「昼すぎごろ」。 

tut-up-dyr の-ºpdir～-ºpdyr は完了を示し、話し手が現在に重点をおいて

述べる形です。                   ＜第 59～71 の練習省略＞ 

 

＜練習 72：本文＞ 

 

E 6  harpy çekimliden soň ýe okalýar. 

Meselem: geýer, diýer, söýer, düýe.  

 

72-ji gönükme. 

Okaň, soňra, göçüriň. 

1. Meniň diýen zatlarymy aýdyň. 

2. Geýen geýimi özüne gelişýär. 

3. Munuň eýesi nirede? 

 
6 キリル文字版をラテン文字版に移行しているため、ここではキリル文字 E の説明

となっています。キリル文字の E, e はラテン文字では ýe と表記されます。 
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4. Oraz öýe gaýtdy. 

 

Çekimli sesden soň ýe harpy gelen sözleriň 

aşagyny çyzyň. 

 

Matalyň manysyny depderiňize ýazyň. 

 

Atdan beýik, itden pes. 
 

＜練習 72：解説＞ 

E  harp  çekimliden  soŋ   ye  okalyār.  Meselem:  geyer,   
E    字は    母音の    あとで  ye  と読まれる  たとえば   着る 

diyer,  söyer,  düye. 
言う    愛する  ラクダ 

 

Yetmiş  ikinci  gönükme.  Okaŋ,   soŋra  göçüriŋ. 
第 72 の        練習   読みなさい そのあと うつしなさい 

1. Meniŋ  diyen  zātlarm  aydŋ. 
私の    言った   ことを  言いなさい 
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2. Geyen  geyimi  ȫzüne  gelişyǟr. 
着た     服は   自分に   にあう 

3. Munuŋ  eyesi  nrede?  4. Oraz  öye  gaytd. 
これの  持ち主は どこに  オラズは 家へ  帰った 

Çekimli  sesden  soŋ  e  harp  gelen  sözleriŋ  aşāgn 
母        音の  あとに e  字が   来ている  単語の   下に  

çzŋ. 
線を引きなさい  

Matalŋ  mānsn  depderiŋize  yazŋ. 
なぞなぞの 意味を    ノートに   書きなさい 

Atdan  beyik,  itden  pes. 
馬より    高い  犬より  低い 

 

zāt-lar-ym-y と分析します。 

ȫz-ü-n-e「その本人に」 

māny-sy-ny の語幹は māny。 

Atdan … このなぞなぞの答えは「鞍」。トルコ語では Attan yüksek, 

itten alçak といいます。 
＜第 73～79 の練習省略＞ 
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＜練習 80：本文＞ 

 

80-nji gönükme 

 

1. Myrat ýorunja ýygýar. 2. Mamam jigime täze 

ýorgan tikip berdi. 3. Ýolly obada ýaşaýar. 4. Biz 

ýonuşgalary çöpledik. 5. Ýokanç kesellerden 

goranyň.  6. Gelenleriň arasynda Sähat ýokdy. 7. 

Ýagşy bilen ýoldaş bolsaň, işiň bitirer. Ýaman bilen 

ýoldaş bolsaň, ýörän ýoluň ýitirer. 
 

＜練習 80：解説＞ 

Segseninci gönükme 
  第 80 の   練習 

1. Mrāt    yorunca     ygyār. 
ムラートは クローバーを 集めている 

2. Māmam   cigime     tǟze  yorgan  tikip  berdi. 
おばあさんは 妹（弟）に 新しい ふとんを 縫って やった 

3. Yoll  ōbada  yāşayār. 
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ヨルルは 村に   住んでいる 

4. Biz   yōnuşgalar  çöpledik. 
私たちは かんなくずを 拾い集めた 

5. Yokanç  kesellerden  gōranŋ. 
伝染      病から     身を守れ 

6. Gelenleriŋ  ārasnda  Sähet            yōkd. 
来た人たちの  うちに  サヘット（男名）は いなかった 

7. Yagş  bilen  yoldaş  bolsaŋ,  gālan  şiŋ  bitirer.  Yaman  bilen 
善人    と   道づれ  になれば  残った 仕事が 片付く  悪人     と 

yoldaş  bolsaŋ,  yörǟn  yōluŋ  yitirer. 
道づれ  になれば  歩いた  道が   なくなる 

 

Māma-m は母方のおばあさん。 

jigi は妹、あるいは弟も意味します。 

çöp-le-di-k で çöp は「枯れ枝」。 

Gel-en-ler-iňの-en は連体形→名詞形。 

āra-sy-n-da で āra は「あいだ、その中」。 

ýōk-dy は ýok に古い idi がついた形。 

bol-sa-ň「お前がなれば」。 

ş-iň「お前の仕事」。 

ýörǟn の語幹は ýöre-で連体形語尾-en とともにヨレーンと発音。 

ýōl-uň「お前の道」。 
＜第 81～90 の練習省略＞ 
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＜練習 91：本文＞ 

 

91-nji gönükme 

 

1. Ýanky görlen oýun hakynda ýuwaşjadan 

gürleşýärdik. 2. Sapar aga kolhozyň goýunlaryny 

bakýar. 
 

＜練習 91：解説＞ 

Togsan birinci gönükme 
 第 91 の        練習 

1. Yaŋk  görlen  oyun  haknda  yuvaşcadan  gürleşyǟrdik. 
いましがた  見た    劇   について    ぼつぼつ    話しあっていた 

2. Sapar    āga    kolhozŋ  goyunlarn  bakyār. 
サパル 兄さんは コルホーズの 羊を       世話している 

 

görlen の語幹は gör-に受け身の-ül がついて gör-ül-en ですが、規則どお

り ü が落ちます。「見られた劇」という意味。 

gürleş-ýǟr-di-k の-k は「われわれ」。 

Sapar āga 名詞が語幹そのままの形で並ぶことは普通ありませんが、

ここのように親族名称や称号のときは、語幹そのままの形で使えます：

Gözel daýza「ギョゼルおばさん」、Doktor A.ただし、diş doktory「歯医者」。
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cf.練習 9。                       ＜第 92～98 の練習省略＞ 

 

 

＜練習 99：本文＞ 

 

99-njy gönükme 

 

Bir ýylda on iki aý bar. Olar şeýle atlandyrylýar: 

ýanwar, fawrar, mart, aprel, maý, iýun, iýul, awgust, 

sentýabr, oktýabr, noýabr, dekabr. 
 

 
＜練習 99：解説＞ 

Togsan dokuzunc gönükme 
 第 99 の           練習 

Bir  ylda  ōn iki  āy  bār.  Olar  şeyle     ātlandrlyār: 
1    年に    12   か月  ある それは 次のように 名づけられている 

yanvar,  fevrar,  mart,  aprel,  may,  iyun,  iyul,  avgust, 
1 月      2 月     3 月    4 月    5 月   6 月   7 月    8 月 

sentyabr,  oktyab’,  noyabr,  dekabr. 
9 月        10 月     11 月      12 月 
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āt-lan-dyr-yl-ýār と分析し、āt アート「名」を自動詞化し、使役と受け

身の接尾辞をつけた第 4 次語幹からなっています。使役と受け身の順序

は、このように日本語とおなじく「させられ」となります。たとえば、

dōl-「満ちる」→dōl-dur-「満たす」→dōl-dul-yl-「満たされる」。 

月の名はロシア語そのままです7。 
＜第 100～118 の練習省略＞ 

 

 

 

＜練習 119：本文＞ 

 

§10．Dymyk k, p, t, ç sesleriniň açyga öwrülişi. 

 

119-njy gönükme. 

Okaý. Çyzygyň çep tarapyndaky sözleriň 

soňunda haýsy sesler bar? Olar çyzgyň sag 

tarapynda nähili seslere öwrülipdirler?  
 

7 2002 年、ニヤゾフ元大統領によって、以下の月名が定められました。世代によっ

ては、以下の月名を使っていましたが、2008 年 4 月に元に戻す法案が出され、2009
年以降は公には使われていません。参考までに記しておきます。Türkmenbaşy 1月、

Baýdak 2 月、Nowruz 3 月、Gurbansoltan 4 月、Magtymguly 5 月、Oguz 6 月、

Gorkut 7 月、Alp Arslan 8 月、Ruhnama 9 月、Garaşsyzlyk 10 月、Sanjar 11 月、

Bitaraplyk 12 月 
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Dodak dodagy Jorap joraby  

Sagat sagady  Çekiç çekiji 
 
＜練習 119：解説＞ 

Ōnunci  paragraf.  Dmk  k, p, t, ç sesleriniŋ  açga  övrülişi. 
第 10     節       無声の   k, p, t, ç 音の       有声に 変わること 

Yüz ōn dokuzunc  gönükme.  Okaŋ.  Çzgŋ  çep 
第 119 の            練習     読みなさい 線の   左 

tarapndak  sözleriŋ  soŋunda  hays  sesler  bār?  Olar  çzgŋ 
側にある      単語の    最後に   どんな  音  があるか それらは 線の 

sag  tarapnda  nǟhili  seslere  övrülipdirler? 
右    側で      どんな   音に    変わっているか 

Dolak  dolag  Corāp  corāb  Sāgat  sāgad  Çekiç  çekici 
ゲートル          靴下             時計           ハンマー 

 

dymyk は「息苦しい」ですが、音声学の用語としては「無声」、açyk

が「有声」です。 

öwrül-iş-i と分析され、語幹は öwür-「変える」ですが、受け身すなわ

ち自動詞化によって第 2 音節の-ü が落ちています。 

 



 125 

＜練習 120：本文＞ 

 

120-nji gönükme 
 

Soňunda dymyk k, p, t, ç sesleri bolan sözlere 

çekimli sesler goşulanda,  olar açyk g, b, d, j 

seslerine öwrülýärler. 

Meselem:  ädik ―  ädigi,  kitap ――  kitaby,  

söwüt ―― söwüdi,  çekiç― çekiji. 
 

＜練習 120：解説＞ 

Yüz yigriminci gönükme 
 第 120 の       練習 

Soŋunda  dmk  k, p, t, ç sesleri  bolan  sözlere  çekimli  sesler 
最後に   無声の   k, p, t, ç   音が  ある    単語に    母      音が 

goşulanda,  olar    açk  g, b, d, c seslerine  övrülyǟrler. 
加わったとき それらは 有声の  g, b, d, c  音に     変わる 

Meselem:  ǟdik ― ǟdigi,  kitāp ―― kitāb,  sövüt ―― sövüdi, 
たとえば    長靴             本              ヤナギ 

çekiç ― çekici. 
ハンマー 
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goş-ul-an-da の語幹は goş-「加える、つける」、連体形と位置格で時点

を示します。 
＜第 121～124 の練習省略＞ 

 

 

＜練習 125：本文＞ 

 

125-nji gönükme 

 

 Nakyllar. 

Öl agajy egmegin, degmedige degmegin. Düýä 

münüp, hataba bukma. Gerek deregi ýykar. 

Gulanyň ödi bolmaz, guşuň süýdi. 
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＜練習 125：解説＞ 

Yüz yigrimi bǟşinci gönükme 
 第 125 の           練習 

Nakllar. 
ことわざ 

Ȫl  agac  egmegin,  degmedige  degmegin.  Düyǟ  münüp, 
ぬれた 木を  まげるな  ふれないものに ふれるな  ラクダに 乗って 

hataba  bukma.  Gerek  deregi   ykar.  Gulanŋ     ȫdi  bolmaz, 
鞍木に  かくれるな 必要は ポプラを たおす  野生のロバの 胆汁  ではなく 

guşuŋ  süydi. 
鳥の      乳 

 

eg-me-gin の-gºn は相手にしてほしいという意欲を示す語尾です。 

deg-me-dig-e は完了連体形の-dik に方向格がついた形です。ことわざ

の真意不明。 

Düýǟは düýe に方向格-e がついた形でデュイェーと読みます。 

hataba は hatap「ラクダの鞍の木製部分」の方向格。このことわざは「の

りかかった船」にちかい格言です。 

Gerek… これは「好きこそものの上手なれ」。 

ȫd-i, süýd-i の語幹は ȫt, süýt です。このことわざは「ありえないもの（こ

と）」をのべるときに使われます。bol-maz は bol-ar の否定の形です。ト

ルコ語でも kuş sütü。 
＜第 126～130 の練習省略＞ 
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＜練習 131：本文＞ 

 

131-nji gönükme 

 

Okaň we çyzygyň sag tarapyndaky sözlerden 

peýdalanyp, soraglara jogap ýazyň. 

1. Kimiň jigisi?   Meret 

2. Nämäniň sahypasy? kitap 

3. Nämäniň ýeňi?  köýnek 

4. Nämäniň aýagy?  oturgyç 
 
 
＜練習 131：解説＞ 

Yüz otuz birinci gönükme 
  第 131 の       練習 

Okaŋ     ve   çzgŋ  sag  tarapndak  sözlerden   
読みなさい そして 線の    右    側にある     単語を 

peydālanp,  sōraglara  cogāp  yazŋ. 
利用して     質問に   答えを 書きなさい 
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1. Kimiŋ  cigisi?  Meret 
誰の    妹（弟） メレット 

2. Nǟmǟniŋ  sahīpas?  kitāp 
なんの     ページ     本 

3. Nǟmǟniŋ  yeŋi?  köynek 
なんの     袖     シャツ 

4. Nǟmǟniŋ  ayag?  oturgç 
なんの     足     腰かけ 

 

peýdālan-という動詞は起点格を要求。 

1.の答えは Merediň jigi-si、2.は kitābyň sahypa-sy、3.は köýnegiň ýeň-i、

4.は oturgyjyň aýag-y。 
＜第 132 の練習省略＞ 
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＜練習 133：本文＞ 

 

133-nji gönükme 

 

At, saç, kök, çöp ýaly çekimlisi gysga aýdylýan 

bir bogunly sözlerde dymyk çekimsizler açyga 

öwrülmeýärler. 
 

 

＜練習 133：解説＞ 

Yüz otuz üçünci gönükme 
 第 133 の        練習 

At,  saç,  kök,  çöp  yāl   çekimlisi  gīsga  aydlyān  bir  bogunl 
馬    髪    根   ごみ のように その母音が  短く  発音される 1   音節の 

sözlerde  dmk  çekimsizler  açga  övrülmeyǟrler. 
単語では   無声     子音が     有声に  変わらない 

 

bogun-ly の-ly～-li は「を有する」という意味の接尾辞、なお bogna「音

節へ」のような場合 u が落ちます。 
＜第 134～148 の練習省略＞ 
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＜練習 149：本文＞ 

 

149-njy gönükme 

Sözlemleri okaň we ýogyn çekimlili bogunlary 

aýdyň. 

 

Me-niň ka-kam kol-hoz-da go-ýun ço-pan bo-lup 

iş-le-ýär. Ol öz bak-ýan dowar-la-ry-na o-ňat 

se-red-ýär. Ge-çen ýyl ka-kam her ýüz e-ne 

go-ýun-dan bir ýüz ýig-ri-mi gu-zy al-ma-gy 

ba-şar-dy. 
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＜練習 149：解説＞ 

Yüz krk dokuzunc gönükme 
 第 149 の           練習 

Sözlemleri  okaŋ    ve   yogīn  çekimlili  bogunlar  aydŋ. 
文を     読みなさい そして  後     母音の     音節を   言いなさい 

Meniŋ  kākam  kolhozda  goyun  çopan  bolup  şleyǟr. 
私の    父は   コルホーズで  羊     飼い  として 働いている 

Ol    ȫz    bakyān  dovarlarna  oŋat  seredyǟr.  Geçen  yl 
かれは 自分が 見ている   家畜を      よく 世話している  去    年 

kākam  her   yüz   ene  goyundan  bir yǖz yigrimi  guz 
父は  それぞれ 100 頭の 母    羊から        120 頭の    子羊を 

almag   başard. 
得ることに 成功した 

 

çekimli-li の-li は「を有する」という意味の接尾辞。 

Geç-en の語幹は geç-「過ぎる」。 

第 149 の練習のテキストはハイフンで切って、55 の音節からなってい

ることを示しています。音節は文法上の単位とことなり、音の単位です

から、ハイフンの使い方がちがいます。たとえば「馬へ」は文法的には

at-a と切れますが、音節としては a-ta となります。いま長母音を含む音

節も１音節として、先のテキストに見られる音節の型を数えると： 

 

CVC  25 

CV  24 

VC  4 

V  2 

CVCC  0 
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これはトルクメン語の音節構造をよく反映しています。 
＜第 150 の練習省略＞ 

 

 

＜練習 151：本文＞ 

 

151-nji gönükme 

 

Ak saçly dag. 

Gojalygyň çynmy seň, 

Gyýçak-gyýçak gara dag? 

Mydam süýnüp ýatyrsň, 

Bagryň berip ýere, dag! 

Jülgeleňde jereniň, 

Gaplaň, ýolbars, goçuň bar. 

Çür depäňde ap-akja 
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Gunduz ýaly saçyň bar. 

Ýogsa-da sen saçyňdan 

Yssyda iräýýäňmi? 

Gyş bilen ýaz göterip, 

Tomsuna syraýýaňmy? 

 

 

＜練習 151：解説＞ 

Yüz elli birinci gönükme 
 第 151 の       練習 

Āk  saçl  dāg. 
白    髪の   山 

Gocalgŋ   çnm  seŋ, 
お前の老化は 本当か  お前の 

Gīyçak-gīyçak  gara  dāg? 
とがったとがった 黒い   山 

Mdām  süynüp    yatrsŋ, 
いつも   身をのばして 寝ているお前 

Bagrŋ    berip  yere,  dāg! 
お前の腹を さしだし 大地に 山よ 

Cülgeleŋde  cereniŋ, 
お前の谷には ガゼルや 
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Gaplaŋ,  yolbars,  goçuŋ  bār. 
トラや   ライオンや  雄羊   がいる 

Çür depǟŋde  ap-ākca 
お前の頂は   真っ白で 

Gunduz  yāl  saçŋ  bār. 
カワウソ のような 髪   がある 

Yogsa-da  sen  saçŋdan 
もしかして お前は その髪に 

Issda  rǟyyǟŋmi? 
暑さで  うんざりしているのか 

Gs  bilen  yāz  göterip, 
冬     と    春を  持ちあげて 

Tomsuna  sīrāyyāŋm? 
夏には   さっぱりとするのか 

 

これはむずかしい詩です。7 音節にそろえるため無理をしているよう

です。うまく訳せたでしょうか。 

Goja-lyg-yň の語幹は goja「老人、年とった」で、-lºk は抽象名詞など

をつくる接尾辞。 

çyn-my の my～mi は疑問の付属語。 

seňは seniňをちぢめた形。 

ýat-yr-syňの語幹は ýat-「横たわる」。 

Bagr-yň(-y)の語幹は bagyr「肝臓」で規則どおり y が落ち、対象格の-y

もはぶかれています。 

Jülge-le-ň-de では複数語尾をちぢめて人称語尾と１音節をつくってい

ます：jülge-ler-iň-de。 

jeren-iňと goç-uňだけに人称語尾。 
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Çür depe-si という形で「絶頂」。 

ap-āk-ja の語幹は āk「白い」。-p をくわえて形容詞の強調形をつくるた

め第１音節を反復させます。接頭辞ではありません。同様に gap-gara「真

っ黒い」、sap-sāry「まっ黄色の」。 

r-ǟy-ýǟr-iň-mi? の短縮形。r-は起点格について「あきあきする」。-ǟý

～ -āý は動詞語幹に意外性をあたえる接尾辞で、詩の最後の

syr-āý-ýār-yň-my? も同様。 
＜第 152～226 の練習省略＞ 

 

 

＜練習 227：本文＞ 

 

227-nji gönükme 

Nokatlaryň ýerinde öz bilýän şäheriňiziň we 

obaňyzyň adyny ýazyp göçüriň. 

 

1. Meniň … şäherini göresim gelýär.  2. Biz şu 

tomus … obasyny gezmäge gitjek. 3. Sen … 

obasyny gördüňmi?  4. Men şäherini halaýaryn. 
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＜練習 227：解説＞ 

İki yüz yigrimi yedinci gönükme 
 第 227 の              練習 

Nokatlarŋ  yerine  ȫz    bilyǟn   şäheriŋiziŋ  ve  ōbāŋzŋ 
点線の    ところに 自分が 知っている 町（の）    と   村の 

ādn  yazp  göçüriŋ. 
名を   書いて うつしなさい 

1. Meniŋ  …  şäherini  göresim  gelyǟr.  2. Biz      şu  tomus  …   
私の         町を          見たい         われわれは この  夏 

ōbasna  gezmäge  gitcek.  3. Sen  …  ōbasn  gördüŋmi? 
村に    見物に    行くはず   君は        村を      見たか 

4. Men  …  şäherini  hālayārn. 
私は         町を    気にいっている 

 

Meniňは gör-esi-m の-m と呼応しています。-esi～-asy は動名詞化の接

尾辞で gel-とともに願望「したい」を示します。Okasyň gelmeýǟrmi?「君

読みたくないのか」。 

gez-mäg-e の-mäg は-mak～-mek 動作名詞化の接尾辞の異形態です。前

母音に続くときにあらわれることがあります。 

gör-dü-ň-mi? の mi～my は質問の付属語ですが正書法ではつづけて書

かれます。疑問のことば（だれ kim、なに nǟme、どこ nre、いくつ nǟçe、

どれ haýsy、いつ haçan など）をふくまない疑問文のうしろによく使わ

れます。Bu kitāp gyzyklymy?「この本おもしろいか」。ただし、動詞の活

用語尾によっては第 2 人称語尾のまえに mi～my が来る：Sen kitāplaryňy 

arassa saklaýārmyň?「君は本をきれいにしているか」。 
＜第 228-234 の練習省略＞ 
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＜練習 235：本文＞ 

 

235-nji gönükme 

Aýlawda 

Bu gün aýlawda adam köp. 

Bu ýerde at çapylýar. Biziň 

kolhozymyzyň Meleguş, Garaguş, Garlawaç diýen 

atlaryny hem getiripdirler. Aýlawda goňşy 

kolhozymynyň Ākguş, Ýyldyrym diýen atlary hem 

bar. Bu atlar çapyljak. At  çapyşygy başlandy. 

Ýaryşda Meleguş üstün çykdy. Akguş bolsa 

pellehana ikinji bolup geldi. 
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＜練習 235：解説＞ 

İki yüz otuz bǟşinci gönükme 
 第 235 の           練習 

Aylavda. 
競馬場で 

Bu  gün  aylavda  ādam  köp.   Bu  yerde  at  çaplyār. 
この  日   競馬場には 人が  いっぱい こ  こで   馬が 走る 

Biziŋ     kolhozmzŋ  Meleguş,  Garaguş,  Garlavāç   diyen   
われわれの コルホーズの   メレグシ   ガラグシ ガルラワーチ という 

atlarn  hem  getiripdirler.  Aylavda  goŋş  kolhozmzŋ  Ākguş, 
馬      も    連れてきた  競馬場には となりの コルホーズの アークグシ 

Yldrm  diyen  atlar  hem  bār.  Bu  atlar     çaplcak. 
ユルドルム という  馬     も   いる  この 馬たちが  走るはずだ 

At  çapşg  başland.  Yārşda  Meleguş  üstün  çkd. 
馬  の競走が  はじまった  競争で  メレグシが ぬきん  でた 

Ākguş   bolsa  pellehāna  ikinci  bolup  geldi. 
アークグシ  は  ゴール寸前   2 位  になって しまった 

 

üstün çyk-は慣用句で「勝つ」。 

bol-sa は文字どおりには「であれば」ですが、とりたてて主題をのべ

る「…の方は」に当たります。 

bol-up gel-di のような-ºp gel-は接近をあらわしますが、ここでは「も

う少しで」という気持ちでしょう。なお馬の名前は、みんなはやそうで

すね(guş「鳥」)。 
＜第 236-342 の練習省略＞ 
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３．Görogly について（百科事典の解説） 
 

Түркмен Совет Энциклоредиясы 2, 1979(『トルクメン・ソビエト百科

事典』)から英雄叙事詩ギョルオグルゥの解説をテキストに、日本語訳と

注をつけてみます。 

 

《Görogly》― türkmen halkynyň meşhur eposy. Halkyň bu gahrymançylykly  

eposy  《Kerogly》  《Körogly》,  《Kereguly》  《Gurguly》ady bilen  

hem bellidir. Taryhy maglumatlara görä, gahrymanyň asly türkmen bolsa-da, ol  

epos diňe bir Türkmenistanda däl, eýsem Özbegistanda, Täjigistanda, 

Gazagystanda, Garagalpagystanda, Azerbaýjanda, Kürdüstanda, Gruziýada, 

Ajarystanda, Dagystanda, Eýranda, Türkiýede, Bolgariýada hem ýaýrapdyr.  

Ilkibaşda Görogly(Körogly, Kerogly)batyr hakdaky rowaýat-aýdymlar, soňra 

bolsa ýörite dessan-epos takminan 400 ýyl dowamynda emele gelyär. Bu  

dessanyň dürli ülkelerde şöhrata eýe bolmagyna din, dil, millet aýratynlygy-da,  

yurt alyslygy-da päsgel berip bilmändir. 《G.》eposynda zähmetkeşleriň 

antifeodal, watan, erkin ýaşaýyş ugrundaky göreşi suratlandyrylýar. Eposdaky 

bir topar personažlar ― Görogly, Öwez, Jygalybeg, Sanar köse, Mustapa, 

Taymaz, Däli Hasan, Hüňkar Soltan, MyratⅢ, Eýran şasy Apbas, Arap Reýhan 

taryhy şahslar bolup, Agaýunus, Gülrüh, Leke şa, Genjim, Bezirgen, Weli 

hyrtman we b. legendar obrazlardr. Görogly (Körogly) 16 asyryň 2 ýarymynda 

― 17 asyryň 1 ýarymynda ýaşap, özüniň gaýduwsyzlygy, harbi guramaçylygy 

bilen tapawutlanan, şahyr-bagşyjylykdan hem oňat başy çykan adam bolupdyr. 

Ol daýhanlaryň, garip-gasarlaryň, jepakeş hünärmentleriň, çopanlaryň, ýesir 

düşenleriň gozgalaňlaryna ýolbaşçylyk edipdir, bu barada taryhçy A. 

Tabrizskiý özüniň 1662 ýyldaky ýazgysynda ynamdar maglumat berýär. Soňra 

1721  ýylda Göroglynyň on üç sany şygryny ýanynyň rowaýatlary bilen täjir I. 
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Muşegýan ýazyp alýar we onuň patyşa-soltana boýun egmändigini, duşmana  

garşy dowamly hem batyrgaý urşup, söwdagär-bezirgenlerden köp paç  

alandygyny belleýär. Beýik Magtymguly hem gahrymanyň berk gala tutunyp, 

dagdan-daga  at salyp, ägirt gujur-gaýrat görkezendigini özüniň goşgularynda 

ýatlaýar. Mysal üçin, bir şygrynda《Görogly dek dagdan-daga ugrasam》diýýär. 

 Eposyň dolurak teksti ― 13 şahasy 1842 ýylda slawýan alymy A. 

Hod’zko tarapyndan iňlis dilinde neşir edilipdir. Şol neşirde hem Göroglynyň 

öz töweregine garyp daýhanlary, demirçi-tikinçileri,  aç-ýalaňaçlary üýşürip, 

Eýran şasy Apbasa(1587-1628), türk soltany Myrat  Ⅲ-e (1574-95) garşy 

aldym-berdimli söweşendigi nygtalýar. Görogly diňe bir Türkmenistanyň 

territoriýasynda uruşman, eýsem Eýranda, Azerbaýjanda, Kürdüstanda, Kiçi 

Aziýada we ş. m. ýerlerde hem özüni tanadypdyr, hatda onuň nökerleriniň 

içinde şol ýurtlaryň köp wekilleri hem bolupdyr. Bu bolsa eposyň dürli ýerlere 

ýaýramagyna eltipdir. Eposyň esasynda 16-17 asyrlarda bolan antifeodal 

gozgalaňlar ýatsa-da, oňa 18-19 asyr wakalarynyň käbirleriniň siňdirilendigi  

ähtimaldyr (şa-feodallara garşy göreş, erkin ýaşaýyş baradaky arzuw-niýetler).  

Şeýle hem has irki döwürlerdäki käbir wakalar, legendar-fantastik düşünjeler,  

obrazlar hem yz galdyrypdyr (peri, döw, gyr at, Göroglynyň görden çykyşy  

we ş. m.). 

 Eposyň ençeme milli wersiýalarynyň arasynda ýakynlyk umumylyk 

bolmagy bilen birlikde, her halkyň öz wersiýa-wariantlary özüniňkidir. Olaryň  

haýsy birini alsaň-da, oňa şol halkyň däp-dessury, bagşy-sazandalyk  

ýörelgesi, medeni-ýaşaýyş aýratynlygy aýgytly täsir edipdir. Türkmenlerde bu  

epos 1941 ýylda 13 şahadan ybarat ve 1958 ýylda 14 şahadan ybarat aýratyn  

kitap edilip neşir edildi. Türkmenlerde onuň 40-dan gowrak şahasy bolmaly. 

Ýene her şahasynyň öz repertuary bar. Eposyň köp şaha-wariantlary Sowet  

häkimiýeti ýyllarynda bagşylardan ýazylyp alyndy. 
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《Görogl》    ― türkmen  halknŋ  meşhūr  epos.  Halkŋ  bu   
ギョルオグルゥ     トルクメン  民族の   有名な    叙事詩。民族の  この     

gahrmānçlkl  epos  《Kerogl》  《Körogl》,  《Keregul》  《Gurgul》 
英雄           叙事詩は ケルオグルゥ キョルオグルゥ ケレグルゥ  グルグルゥ 

ād  bilen  hem  bellidir.      Tārīh  maglūmātlara  görǟ,  gahrmānŋ 
の名   で   もまた 知られている。歴史的    情報に       よれば  この英雄の 

asl    türkmen  bolsa-da,        ol  epos  diŋe  bir  Türkmenistānda 
出身は1トルクメン人 であるとしても2この 叙事詩は 単に 一 トルクメニスタンに 

dǟl,  eysem  Özbegistānda,   Tǟcigistānda,   Gazagstānda,   
ではなく 実は ウズベキスタンに タジキスタンに カザックスタンに 

Garagalpagstānda,   Azerbaycanda,    Kürdüstānda,    Gruziyada, 
カラカルパキスタンに アゼルバイジャンに クルディスタンに  グルジアに 

Acarstānda,    Dagstānda,   Eyranda,    Türkiyede,   Bolgariyada 
アジャリスタンに ダゲスタンに   イランに     トルコに     ブルガリアに 

hem  yayrapdr.  İlkibaşda  Görogl     (Körogl,      Kerogl) 
も  広がっている。 はじめに ギョルオグルゥ(キョルオグルゥ ケルオグルゥ) 

bātr  hakdak  rovāyat-aydmlar,  soŋra  bolsa  yörte  dessān-epos 
豪傑   に関する   伝承     歌が     のちに  は    特異な  叙事詩が3 

takmīnan  400  yl  dovāmnda  emele  gelyǟr.  Bu  dessānŋ 
およそ     400   年   にわたって   作られている。  この  叙事詩が4 

 
1 asl-の単独の語幹は asl で、狭母音が落ちますが、これはアラビア語 asl から来た

もの。 
2 bolsa-da の da(de)は取立ての付属語で sen-de「君も」、bildi-de「知ったので」のよ

うに使われますが、仮定・条件の-se～-sa とともに譲歩をあらわします。 
3 dessān は Түркмен Дилиниң Сөзлүги 1962 によると Halk dörediciligine ve klassk 
edeb�yata hās bolan şgr bilen kssa gārşkl yazlan edeb� eser（民衆芸術や古典文学に

特有の詩と散文を混ぜて書かれた文学作品） 
4 dessān-NN … şöhrāt-a  eye  bol-mag--n-a において-Nと-で大きな名詞句をつくっ

ていますが、「叙事詩が」と訳した方がわかりやすい。「名声に所有者となること」

とは「有名になること」。 
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dürli  ülkelerde  şöhrāta  eye  bolmagna  dn,  dil,  millet   
様々な  地方で    名声を   獲得  するのに   宗教  言語   民族      

ayratīnlg-da,  yūrt  alslg-da  pǟsgel  berip  bilmǟndir.    
の特性     も   国土  の遠さ も   妨害を  与え えなかったのである5。 

《G.》 eposnda  zähmetkeşleriŋ  antifeodal,  vatan,  erkin  yāşayş   
G    叙事詩には  はたらくものの   反封建    祖国と  自由な   生活  

ugrundak  göreşi  sūratlandrlyār.  Eposdak  bir  topar  personajlar ― 
のための6    闘争が  えがかれている。叙事詩中の  一   群の   登場人物： 

Görogl,      Övez,     Cgalbeg,  Sanar  köse,  Mustapa,  Taymaz, 
ギョルオグルゥ オェウェズ ジュガルベグ サナル キョセ  ムスタパ  タイマズ 

Dǟli  Hasan,  Hüŋkar  Soltan,  Mrāt  Ⅲ,  Eyran  şās  Apbas,  Arap 
ダーリ ハサン ヒュンカル ソルタン ムラート 3 世 イラン  王  アッバス アラブ 

Reyhan    tārīh  şahslar  bolup,  Agayunus,  Gülrüh,    Leke  şā, 
レイハンは 歴史上の 人物    であり  アガユヌス ギュルリュフ  レケ   王 

Gencim,  Bezirgen,  Veli  hrtman    ve b.   legendar  obrazlardr. 
ゲンジム  ベジルゲン ウェリ フルトマン などは7  伝説上の   役者である。 

Görogl       (Körogl)      16  asrŋ  2 yārmnda ― 17  asrŋ 
ギョルオグルゥ(キョルオグルゥ)は 16  世紀の   後半8          17  世紀の 

1 yārmnda  yāşāp,  ȫzüniŋ  gayduvszlg,  harbī  guramaçlg  bilen 
  前半に      生き    かれの    豪胆さと      戦闘    組織力と      で 

tapāvutlanan,  şāhīr-bagşclkdan  hem  oŋat  baş  çkan    ādam 
他に秀で          吟遊詩作9         も   よく   わかっていた10   人  

 
5 -ºp bil-で可能をあらわします。bil-は「知っている」という意味ですが、Men yüz-üp 
bil-me-yǟr-in.「私は泳げない」のように使います。bil-mǟn-dir の-mǟn は否定の-me と

連体形の-en がひとつになった形で、dr とともに完了を強調的に述べています。 
6 ugr-u-n-dakの語幹は ugur「方向、傾向、方策」で第 2 音節の狭母音が落ちました。 
7 ve b.は ve başgalar とよみ「そのほか」「etc.」に当たります。 
8 ikinci yārm, birinci yārm と読み、年月や世紀を 2 つに分けた後半と前半をあらわし

ます：yanvarN birinci yārm「1 月の前半」。 
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bolupdr.  Ol  dayhānlarŋ,  garīp-gasarlarŋ,  cepākeş  hünǟrmentleriŋ, 
であった。 かれは 農民         貧民             勤勉な     職人 

çopanlarŋ,  yesr  düşenleriŋ    gōzgalaŋlarna  yōlbaşçlk  edipdir, 
牧童         捕虜に なった人々の11   蜂起に       指導的役割を はたした 

bū  bārada    tārīhç  A. Tabrizskiy     ȫzüniŋ  1662  yldak 
これ については 歴史家  A.タブリズスキーが かれの   1662   年の  

yazgsnda  namdār  maglūmāt  beryǟr.     Soŋra  1721  ylda 
文書で      信ずべき    情報を  提供している。のちに  1721   年に 

Göroglnŋ    ōn üç  sān  şgrn  yānnŋ    rovāyatlar  bilen  tǟcir 
ギョルオグルゥの 13   篇の   詩を  それに付属した12  伝承   とともに 商人の 

I. Muşegyan    yazp  alyār      ve  onuŋ  pātşā-soltāna 
I.ムシェグヤンが  書き とっている そして かれが  帝王に 

boyun  egmǟndigini,  duşmāna  garş  dovāml  hem  bātrgay  urşup, 
屈服しなかったこと13   敵に      対し つぎつぎと かつ   勇敢に たたかい14 

sövdāgǟr-bezirgenlerden  köp     pāç  alandgn        belleyǟr. 
商人たちから           たくさんの 貢物を 取り立てたことを  記している。 

Beyik  Magtmgul   hem  gahrmānŋ  berk  galā  tutunp, 
偉大な マグトムグルゥ15  も    豪傑が16    堅固な 要塞を かまえ 

 
9 bagşは Түркмен Дилиниң Сөзлүги 1962 によると Türkmen mill� aydm-sāzlarn 
aytmakda halkN içinde tanalp, ȫzüni görkezen ādam, aydmç「トルクメン民族歌謡や詩

文を歌うことで庶民の間で知られ、その力を発揮した人、民謡歌手」。 
10 baş çk-という慣用句は起点格とともに「…が分かる」という意味：Men sūratdan 
kǟn bir baş çkyān ādam dǟl.「私は絵のことをたくさん知っている人ではない」。 
11 düş-en-ler-iNの語幹は düş-「落ちる」。農民から捕虜までをすべて所属格で蜂起に

むすびつけている点に注意してください。 
12 yān--nN「そのかたわらの」。 
13 boyun eg-「首をまげる」とは「降参する、服従する」；-mǟn は注 6 参照。 
14 urş-up の語幹は uruş-で規則どおり u が落ちる。 
15 Magtmgul(1733-1783)はトルクメン古典文学の基礎を作った哲学者・詩人。 
16 gahrmānN … görkez-en-dig-i-n-i のように大へん長い名詞句になっています。注 5
参照。いつも所属格のゆくえに注目してほしい。 



 145 

dāgdan-dāga  at  salp,  ǟgirt  gucur-gayrāt  görkezendigini  ȫzüniŋ 
山から山へ     馬を 走らせ  巨大な  力を       発揮したことを   かれの 

goşgularnda17  yātlayār.  Msāl  üçn,  bir  şgrnda《Görogl   dek 
詩集で       回想している。 たとえば   ある  詩で 「ギョルオグルゥ のように 

dāgdan-dāga  ugrasam》diyyǟr. 
山から山へ   動けたら18」と言っている。 

Eposŋ  dōlurāk   teksti  ―   13   şahas  1842  ylda  slavyan 
叙事詩の やや完全な19 テキストは その 13 篇分が  1842   年に    スラブ 

ālm  A. Hod’zko  tarapndan  iŋlis  dilinde  neşir  edilipdir. 
学者     A.ホジコ     によって    英     語で   出版  されている。 

Şol  neşirde  hem  Göroglnŋ       ȫz  töveregine  garīp  dayhānlar, 
その   版で     も   ギョルオグルゥが20  身   近に         貧     農 

demirçi-tikinçileri,  āç-yalaŋaçlar        üyşürip,  Eyran  şās  Apbasa 
かじ屋  仕立て屋   衣食に苦しむ人びとを21   集めて   イラン   王  アッバス 

(1587-1628),  türk  soltān  Mrat  Ⅲ-e (1574-95)  garş  aldm-berdimli 
(1587-1628)    トルコ   帝   ムラート 3 世 (1574-95)に22 対して   猛然と 

söveşendigi    ngtalyār.      Görogl      diŋe  bir  Türkmenistānŋ 
戦ったことが 力説されている。ギョルオグルゥは  単に  一 トルクメニスタンの 

 

 
17 goşgの が、円唇同化によって u になっています。 
18 仮定・条件を示す連用形語尾-sa で文を中止すると、願望「…したいものだ」をあ

らわすことができます。 
19 dōlu-rāk の語幹は dōlで、「むしろ、やや、らしい」をあらわす-rāk(-rk)が接尾し

て語幹末母音が円唇化しています。ほかに boy-l「体つきの」→uzīn boylurāk「むし

ろ背の高い」など。 
20 Görogl-nN … söveş-en-dig-i までつづく長い名詞句。注 5、16 参照。 
21 「腹がへってはだかの人びと」。 
22 Apbasa (  ) … Mrat Ⅲ-e (  )のように方向格語尾のあとに(  )があり、日本語では

(  )のあとに格助詞＝付属語が来ることに注目。なお格変化形がくりかえし使われる

ことにも注意。 
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territoriyasnda  uruşmān,         eysem  Eyranda,  Azerbaycanda, 
領土で       戦ったのではなく23     実に   イラン    アゼルバイジャン 

Kürdüstānda,  Kiçi  Aziyada  ve ş. m.  yerlerde  hem 
クルディスタン  小    アジア   その他の24  地で     も 

ȫzüni  tanadpdr,  hatdā  onuŋ  nökerleriniŋ  içinde  şol  yūrtlarŋ 
 腕前を見せている  そのうえ かれの  戦友の      中には  その  国ぐにの 

köp  vekilleri  hem  bolupdr.  Bū  bolsa  eposŋ  dürli  yerlere 
多くの 有力者    も     いた。   これ   は   叙事詩が 様々な  地に 

yayramagna      eltipdir.  Eposŋ  esāsnda  16-17  asrlarda  bolan 
伝わっていることと 関係する。叙事詩の 基礎に    16-17    世紀に   起こった 

antifeodal  gōzgalaŋlar  yatsa-da,     oŋa    18-19  asr  vākalarnŋ 
反封建の     蜂起が   横たわっているが それには 18-19  世紀   の事件の 

kǟbirleriniŋ  siŋdirilendigi  ähtimāldr  (şā-feodallara  garş  göreş, 
いくつかが   吸収されている 可能性がある  王や領主に   対する  戦い 

erkin  yāşayş  bāradak  arzuv-niyetler).  Şeyle  hem  hās  rki 
自由な  生活    についての 願望と意向。    そして  また ずっと 早い 

dövürlerdäki  kǟbir  vākalar,  legendar-fantastik  düşünceler,  obrazlar 
時期の    いくつかの  事件    伝説的   幻想的     思考        人物 

hem  īz  gāldrpdr  (per,  döv,  gīr  at,  Göroglnŋ    gȫrden 
も    跡を 残している  仙女   妖怪 灰色の 馬 ギョルオグルゥの 墓から 

çkş  ve ş. m.). 
出たもの など。 

Eposŋ  ençeme  mill  versiyalarnŋ  ārasnda  yakīnlk  umūmlk  
叙事詩の   多    民族による 異説の      あいだには 類似性と  共通性 

 
23 uruş-mān の-mān(-mǟn)は否定の連用中止形語尾「…せずに」で、-°p の否定の形に

相当します。 
24 ve ş. m.は ve şūNa meNzeş(ler)と読み、「…とこれに類する（もの）」を意味します。 
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bolmag  bilen  birlikde,  her  halkŋ  ȫz  versiya-variantlar  
がある     と     ともに    各   民族の  自    説      異説は 

ȫzüniŋkidir.           Olarŋ  hays  brini    alsaŋ-da, 
それ自身のものである25  それらの どれか  ひとつを とるとしても 

oŋa     şol  halkŋ  dǟp-dessūr,  bagş-sazāndalk  yörelgesi,  
それには その  民族の    習慣          民謡音楽       の伝統 

meden-yāşayş  ayratīnlg  aygtl  tǟsr  edipdir.  Türkmenlerde 
文化     生活    の特性が    断然    影響  している。トルクメン人の手で 

bu  epos   1941  ylda  13  şahadan  bārat  ve    1958  ylda 
この 叙事詩は 1941  年に   13   篇から  なるもの そして 1958   年には 

14  şahadan  bārat  ayratīn  kitāp  edilip  neşir  edildi. 
14   篇から     なる   別々の    本   として  出版  された。 

Türkmenlerde         onuŋ  40-dan    govrāk  şahas  bolmal. 
トルクメン人のところには その 40 からなる よりよい26詩篇が あるにちがいない。 

 

Yene  her  şahasnŋ  ȫz  repertuar  bār.   Eposŋ  köp 
また    各    篇の       上演目録     がある。叙事詩の 多くの 

şaha-variantlar  Sovet  hǟkimiyeti  yllarnda    bagşlardan 
異   篇が     ソビエト  政権     の多年にわたり 口誦詩人たちから 

yazlp  alnd. 
書き    とられた。 

 

なお Эпос СССР「ソ連邦諸民族の叙事詩」の 1 冊に Гөроглы, Түркмен 

Гахрыманчылык Эпосы, Москва, 1983、804 ページという大著があります。 

 

 
25 所属格に-ki(-k)を接尾させて「…のもの」をつくる：men-iN-ki「私のもの」。 
26 govに-rāk が接尾したもの。 
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